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Ⅰ　

は
じ
め
に

1　

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
全
三
部
の
比
較
法
的
意
義

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
原
則
（
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
）
全
�
部（

1
）を

貫
く
第
一
次
的
な
目
的
は
、
Ｅ
Ｕ
域
内
の
越
境
取
引
を
容
易
な
も
の
と
し
、
域
内
市

場
の
強
化
を
図
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
目
的
は
、
短
期
的
に
は
、
域
内
越
境
取
引
の
当
事
者
が
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
へ
の
準
拠
を
表
明
す
る
こ
と
、
も

し
く
は
、
域
内
越
境
取
引
紛
争
に
お
い
て
仲
裁
人
が
商
慣
習
法
を
発
見
す
る
手
が
か
り
と
す
る
こ
と
を
通
じ
て
達
成
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
長
期
的
に
は
、
契
約
法
に
関
係
す
る
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の
各
種
立
法
が
、
加
盟
国
間
で
共
有
可
能
な
一
般
的
体
系
的
基
礎
の
上

に
構
築
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
加
盟
各
国
の
国
内
契
約
法
の
調
和
（
さ
ら
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
一
契
約
法
典
）
へ
の
第
一
歩
と
な
る
こ
と
も



時
効
法
改
革
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
原
則
（
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
）
第
一
四
章

�

�

同
志
社
法
学　

五
九
巻
四
号

期
待
さ
れ
て
い
る（

2
）。

　

こ
の
限
り
で
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
は
あ
く
ま
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的

0

0

0

0

0

0

な
目
的
の
も
と
に
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
日
本
法
に
と
っ
て
の
比
較

法
的
意
義
は
明
ら
か
で
な
い
。
こ
こ
で
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
が
、
各
国
の
裁
判
所
や
立
法
者
が
自
国
の

0

0

0

法
発
展
・
継
続
形
成
に
際
し
て
模
範
に
で

き
る
準
則
モ
デ
ル
の
提
供
を
も
、
そ
の
目
的
に
掲
げ
て
い
る
こ
と（

3
）が

重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
そ
れ
じ
た
い
は
、
大
陸
法
の
み

な
ら
ず
英
米
法
、
北
欧
法
、
さ
ら
に
は
カ
ナ
ダ
・
ケ
ベ
ッ
ク
州
法
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
法
に
ま
で
ひ
ろ
く
参
照
先
を
求
め
た
法
比
較
分
析

の
成
果
で
あ
り
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
に
示
さ
れ
た
諸
準
則
は
《
諸
法
の
共
通
の
核com

m
on core

》
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

各
国
の
法
律
家
が
自
国
法
制
度
と
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
の
比
較
を
試
み
る
こ
と
は
、
国
際
的
平
面
に
お
け
る
自
国
制
度
の
特
色
を
見
極
め
る
こ
と
を
可

能
に
す
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
作
業
は
、
国
際
動
向
を
踏
ま
え
た
未
来
指
向
的
な
自
国
法
の
発
展
を
企
図
す
る
う
え
で
、
き
わ
め
て
有
意
義

な
も
の
で
あ
り（

4
）、

日
本
に
お
い
て
も
そ
の
意
義
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
。

2　

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
第
一
四
章
の
意
義

　

さ
ら
に
、
本
稿
で
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
第
一
四
章
（
時
効
）を（

5
）取

り
上
げ
る
に
あ
た
り
、
⑴
先
行
す
る
国
際
的
な
展
開
、
お
よ
び
⑵
後
行
す
る
ド
イ

ツ
消
滅
時
効
法
改
正
と
の
関
連
で
、
と
く
に
同
章
が
有
す
る
意
義
を
再
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

⑴　

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
第
一
四
章
（
�
〇
〇
〇
年
�
月
採
択
）
に
先
行
す
る
重
要
な
展
開
と
し
て
、﹁
国
際
物
品
売
買
に
お
け
る
時
効
に
関
す
る

条
約
﹂（
一
九
七
四
年
採
択
、
一
九
八
〇
年
修
正
議
定
書
採
択
、
一
九
八
八
年
発
効
。
以
下
、
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
条
約
）
が
あ
る
。
こ
の

条
約
は
、
国
連
物
品
売
買
条
約
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
）
に
並
行
し
て
審
議
さ
れ
、
実
質
的
に
、
両
条
約
一
体
と
し
て
国
際
物
品
売
買
を
規
律
す
る
こ

と
が
企
図
さ
れ
た
も
の
で
あ
る（

6
）。取

引
実
務
に
お
け
る
時
効
制
度
の
重
要
性
か
ら
く
る
当
然
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
《
契

約
法
》
原
則
の
一
部
と
し
て
時
効
制
度
が
テ
ー
マ
化
さ
れ
て
い
る
の
も
、
同
じ
理
由
に
よ
る
。

　
（
一
八
八
六
）
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ま
た
、
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
条
約
に
関
し
て
は
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
注
釈（

7
）が

公
表
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
同
条
約
の
基
本

的
な
枠
組
み
は
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
第
一
四
章
の
そ
れ
と
似
通
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、後
行
す
る
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
第
一
四
章
の
内
容
が
、

独
自
の
分
析
に
基
づ
く
単
発
的
・
独
創
的
提
案
で
は
な
く
、
従
前
の
国
際
的
展
開
の
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。

　

も
っ
と
も
、
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
条
約
は
、
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
の
姉
妹
条
約
と
い
う
性
質
上
、
適
用
範
囲
が
国
際
物
品
売
買
に
限
ら
れ
、
そ
の
こ

と
を
念
頭
に
置
い
た
規
定
も
多
い（

8
）。

こ
れ
に
対
し
て
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
第
一
四
章
は
、
時
効
制
度
を
契
約
法
・
取
引
法
の
構
成
部
分
と
理
解
す
る
一

方
で
、
契
約
外
の
債
権
関
係
に
も
一
般
的
に
適
用
さ
れ
る
時
効
制
度
と
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る（

9
）。

つ
ま
り
、
一
般
私
法
上
の
時
効
制
度
の
モ

デ
ル
と
し
て
は
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
第
一
四
章
が
最
初
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
も
、
諸
国
の
時
効
制
度
の
発
展
に
と
っ
て
格
好
の
比
較
素
材

と
い
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（

10
）。

　

⑵　

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
第
�
部
が
採
択
さ
れ
た
後
、
�
〇
〇
�
年
一
月
に
は
、
ド
イ
ツ
消
滅
時
効
法
が
改
正
さ
れ
た（

11
）。

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
第
一
四
章
の
起

草
を
担
当
し
た
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
が
、
ド
イ
ツ
債
務
法
改
正
プ
ロ
セ
ス
の
ご
く
初
期
に
消
滅
時
効
法
改
正
に
関
す
る
鑑
定

意
見（

12
）を

提
出
し
た
人
物
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
ド
イ
ツ
債
務
法
現
代
化
法
討
議
草
案
の
改
定
作
業
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
こ
と
か
ら
も

容
易
に
推
測
で
き
る
よ
う
に
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
第
一
四
章
と
ド
イ
ツ
消
滅
時
効
法
改
正
に
は
、
内
容
面
で
の
実
質
的
な
関
連
が
あ
る（

13
）。

実
際
に
も
、

ド
イ
ツ
新
時
効
法
に
は
、
鑑
定
意
見
の
当
初
か
ら
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
第
一
四
章
に
か
け
て
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
が
練
り
上
げ
て
い
っ
た
時
効
制
度
モ
デ

ル
が
、
完
全
に
で
は
な
い
も
の
の
、
骨
格
部
分
で
採
用
さ
れ
て
い
る―

重
要
な
も
の
を
挙
げ
れ
ば
、
時
効
期
間
の
短
期
化
（
ド
イ
ツ
民
法

一
九
五
条
）、
主
観
的
シ
ス
テ
ム
の
拡
張
（
同
一
九
九
条
一
項
）、
中
断
事
由
の
整
理
削
減
と
停
止
事
由
の
充
実
（
同
�
〇
�―

�
一
�
条
）

が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
自
身
は
、
こ
の
み
ず
か
ら
の
経
験
を
次
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。

　
﹁
ド
イ
ツ
新
消
滅
時
効
法
は
、
旧
法
や
討
議
草
案
と
比
較
す
れ
ば
、
相
当
良
い
も
の
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
大
掛
か
り
か

　
（
一
八
八
七
）
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つ
重
要
度
の
高
い
改
正
だ
っ
た
こ
と
に
見
合
う
、
満
足
の
い
く
も
の
だ
と
い
え
る
の
か
。
時
効
制
度
の
設
計
に
お
い
て
留
意
す
る
べ
き

は
考
え
方
の
一
貫
性
で
あ
る
の
に
、
こ
の
こ
と
が
十
分
に
配
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
⋮
⋮
最
終
的
に
仕
上
が
っ
た
ド
イ
ツ
新
消
滅
時
効
法

に
一
貫
性
が
あ
る
と
は
言
い
難
い（

14
）。﹂

改
正
作
業
の
中
核
に
携
わ
っ
た
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
が
こ
の
よ
う
な
評
価
を
下
す
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
こ
の
点
を
探
る
に
は
、
右
の
よ

う
な
評
価
を
導
く
際
の
準
拠
枠
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
を
ま
ず
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
と
り
も
な
お

さ
ず
、
現
時
点
で
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
第
一
四
章
に
示
さ
れ
た
時
効
制
度
モ
デ
ル
で
あ
る
。

3　

本
稿
の
目
的
と
順
序

　

当
然
な
が
ら
本
稿
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
第
一
四
章
を
追
従
さ
れ
る
べ
き
時
効
制
度
モ
デ
ル
と
考
え
る
も
の
で
は
な
い
。
今
後
の
日
本
消
滅
時
効

法
の
さ
ら
な
る
発
展
を
展
望
す
る
に
際
し
て
、
現
行
法
の
特
色
を
見
極
め
る
た
め
の
貴
重
な
比
較
素
材
と
な
り
う
る
点
に
そ
の
意
義
を
認

め
、
分
析
と
紹
介
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
の
右
叙
述
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
と
り
わ
け
、《
時
効
制
度
の
一
貫
性
》
と

は
何
を
意
味
す
る
の
か
、
そ
れ
が
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
第
一
四
章
の
具
体
的
準
則
と
そ
の
体
系
性
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
に
正

当
化
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
以
下
で
は
、
ま
ず
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
第
一
四
章
の
最
大
の
特
徴
と
い
う
べ
き《
統
一
的
時
効
制
度einheitliches V

erjährungssystem

》

を
支
え
て
い
る
基
本
枠
組
み―

統
一
化
が
語
ら
れ
る
契
機
、
時
効
制
度
の
正
当
化
根
拠
、
統
一
化
の
た
め
採
用
さ
れ
た
体
系―

を
順
次

考
察
す
る
（
Ⅱ
）。
次
い
で
、
こ
の
基
本
枠
組
み
を
直
接
表
明
す
る
準
則
と
、
そ
れ
へ
の
肉
付
け
な
い
し
は
さ
ら
な
る
考
慮
に
基
づ
い
た
準

則
と
の
区
別
に
留
意
し
な
が
ら
、
具
体
的
準
則
の
構
造
を
整
理
し
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
時
効
制
度
の
特
徴
を
再
確
認
す
る
こ
と
を
試
み
る（

15
）（

Ⅲ
）。

　
（
一
八
八
八
）
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第
一
部
�

部
の
日
本
語
訳
と
し
て
、
オ
ー
レ
・
ラ
ン
ド
ー
＝
ヒ
ュ
ー
・
ビ
ー
ル
編
（
潮
見
佳
男
＝
中
田
邦
博
＝
松
岡
久
和
監
訳
）﹃
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
原
則
Ⅰ
・
Ⅱ
﹄（
法
律
文

化
社
、
�
〇
〇
六
年
）、
第
�
部
の
一
部
分
（
序
文
、
概
観
、
第
一
〇
章
・
多
数
当
事
者
、
第
一
四
章
・
時
効
、
第
一
五
章
・
違
法
性
）
の
日
本
語
訳
と
し
て
、
同
志

社
大
学
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
研
究
会
訳
﹁
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
原
則
・
第
�
部
（
第
一
回
～
第
七
回
＝
最
終
回
）﹂
同
法
五
七
巻
�
号
、
五
七
巻
�
号
、
五
七
巻
四
号
、

五
七
巻
七
号
、
五
八
巻
一
号
、
五
八
巻
五
号
、
五
九
巻
一
号
（
�
〇
〇
五―

�
〇
〇
七
年
）。 

 

　

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
の
紹
介
、
ま
た
は
こ
れ
を
比
較
素
材
と
す
る
論
稿
は
す
で
に
多
数
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
高
杉
直
﹁
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
原
則
に
つ
い
て―

国
際

私
法
・
国
際
取
引
法
の
視
点
か
ら
の
若
干
の
考
察
﹂
香
川
一
六
巻
一
号
一
�
�
頁
（
一
九
九
六
年
）、
潮
見
佳
男
﹁
最
近
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
契
約
責
任
・
履
行

障
害
法
の
展
開
（
一
）・（
�
・
完
）―

改
正
オ
ラ
ン
ダ
民
法
典
・
ド
イ
ツ
債
務
法
改
正
委
員
会
草
案
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
原
則
﹂
阪
法
四
七
巻
�
号
�
〇
五
頁
、

同
巻
�
号
五
〇
�
頁
（
一
九
九
七
年
）（
同
﹃
契
約
責
任
の
体
系
﹄（
有
斐
閣
、
�
〇
〇
〇
年
）
所
収
）、
渡
辺
達
徳
﹁
ハ
ー
ド
シ
ッ
プ
（
事
情
変
更
の
原
則
）
に
関
す
る

国
際
的
潮
流―

ユ
ニ
ド
ロ
ワ
国
際
商
事
契
約
原
則
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
原
則
を
素
材
と
し
て
﹂
新
報
一
〇
五
巻
六
＝
七
号
�
八
一
頁
（
一
九
九
九
年
）、
渡
辺
達

徳
﹁
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
原
則
の
現
在
（
覚
書
）―

契
約
保
障
体
系
の
考
察
に
向
け
て
﹂
新
報
一
一
一
巻
七
＝
八
号
�
�
七
頁
（
�
〇
〇
五
年
）、
山
岡
真
治
﹁
錯

誤
に
関
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
原
則
と
フ
ラ
ン
ス
債
権
法
改
正
草
案
と
の
比
較
﹂
帝
塚
山
法
学
一
�
号
一
四
四
頁
（
�
〇
〇
六
年
）、
野
田
和
裕
﹁
分
割
履
行
契
約

の
不
履
行
と
一
部
解
除
（
1
）―

国
連
国
際
動
産
売
買
条
約
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
原
則
、
ユ
ニ
ド
ロ
ア
国
際
商
事
契
約
原
則
お
よ
び
ド
イ
ツ
法
の
分
析
を
中
心
に
﹂

広
法
�
〇
巻
一
号
五
�
頁
（
�
〇
〇
六
年
）、
齋
田
統
﹁
契
約
締
結
上
の
過
失
責
任―

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
原
則
に
お
け
る
規
律
を
契
機
と
し
て
﹂
秋
田
四
七
＝

四
八
号
一
�
九
頁
（
�
〇
〇
七
年
）、
藤
井
徳
展
﹁
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
原
則
（
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
）
に
お
け
る
債
権
譲
渡
法
制
（
一
）―

債
権
譲
渡
に
よ
る
資
金
調
達
と

い
う
観
点
を
中
心
に
据
え
て―

﹂
法
雑
五
�
巻
四
号
�
六
九
頁
（
�
〇
〇
七
年
）。
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
の
成
立
経
緯
等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
先
行
文
献
で
言
及
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
委
ね
る
。

（
2
）　

V
gl. P

E
C

L
 I &

 II （F
n. 1

）, xxi-xxvii; P
E

C
L

 III （F
n. 1

）, xv-xvi.

（
3
）　

V
gl. P

E
C

L
 I &

 II （F
n. 1

）, xxvi.

（
4
）　

V
gl. R

ein
h

a
rd

 Z
im

m
erm

a
n

n
, T

he P
rinciples of E

uropean C
ontract L

aw
 as C

ontem
porary M

anifestation of the O
ld, and P

ossible F
oundation 

for a N
ew

, Scholarship of E
uropean P

rivate L
aw

, in: F
lorian F

aust/G
regor T

hüsing （H
rsg.

）, Sym
posium

 in H
onour of H

ein K
ötz: B

eyond B
orders: 

P
erspectives on International and C

om
parative L

aw
, 2006, S. 111 ff. 

種
々
異
な
る
法
概
念
・
法
技
術
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
各
国
法
制
度
か
ら
《
共
通
の
核
》

　
（
一
八
八
九
）
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Ｃ
Ｌ
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�
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社
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学　

五
九
巻
四
号

が
紡
ぎ
出
さ
れ
る
過
程
を
理
解
す
る
う
え
で
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
各
条
に
付
さ
れ
た
詳
細
な
ノ
ー
ト
（
比
較
法
注
釈
）
が
と
り
わ
け
有
用
で
あ
る
こ
と
は
、
藤
井
・
前
掲
注

（
2
）
�
七
五―

�
七
六
頁
が
指
摘
す
る
通
り
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
点
が
、
国
連
物
品
売
買
条
約
（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ｇ
）
や
、
国
際
商
慣
習
の
実
務
的
権
威
に
裏
付
け
ら
れ

た
ユ
ニ
ド
ロ
ワ
国
際
商
事
契
約
原
則
（
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
に
は
な
い
特
長
で
も
あ
る
。
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
が
有
す
る
比
較
法
的
意
義
に
つ
い
て
は
、
潮
見
佳
男
﹁
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契

約
法
と
わ
が
国
に
お
け
る
民
法
の
現
代
化
﹂
比
較
六
八
号
一
五
四
頁
（
�
〇
〇
七
年
）
も
参
照
。

（
5
）　
《P

rescription

》
と
題
さ
れ
た
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
第
一
四
章
が
規
定
す
る
の
は
、
日
本
民
法
上
《
債
権
の
・
消
滅
時
効
》
に
相
当
す
る
準
則
で
あ
る
。
以
下
、
本
稿
で
﹁
時

効
﹂
と
い
う
場
合
、
と
く
に
断
ら
な
い
限
り
《
取
得
時
効
》
の
意
味
は
含
ま
な
い
。

（
6
）　

両
条
約
の
経
緯
・
概
要
に
つ
い
て
は
、
曽
野
和
明
﹁
国
際
売
買
に
お
け
る
�
つ
の
条
約
の
発
効
﹂
ジ
ュ
リ
九
一
�
号
九
�
頁
（
一
九
八
八
年
）
を
参
照
。

（
7
）　

そ
の
日
本
語
訳
と
し
て
、
曽
野
和
明
﹁﹃
国
際
的
動
産
売
買
に
お
け
る
時
効
に
関
す
る
条
約
﹄（
一
九
七
四
年
）
注
釈―

付
一
九
八
〇
年
同
条
約
修
正
議
定
書―

﹂

国
際
八
七
巻
�
号
�
五
頁
（
一
九
八
八
年
）。

（
8
）　

最
も
重
要
な
例
は
、
時
効
期
間
の
長
さ
（
条
約
八
条
／
四
年
）
と
起
算
点
（
条
約
九
条
一
項
／
請
求
権
発
生
日
）
に
関
す
る
ル
ー
ル
で
あ
る
。《
比
較
的
短
期
の
時

効
期
間
》
と
《
客
観
的
な
起
算
点
》
と
い
う
組
合
せ
の
公
平
性
は
、
適
用
範
囲
が
物
品
売
買
契
約
当
事
者
相
互
の
請
求
関
係
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
初

め
て
正
当
化
可
能
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
（
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
が
こ
れ
と
異
な
る
立
場
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
本
稿
Ⅱ
2
～
4
お
よ
び
Ⅲ
1
を
参
照
）。

（
9
）　

V
gl. P

E
C

L
 III （F

n. 1

）, xvii-xviii; A
rt. 14: 101 P

E
C

L
.

（
10
）　

取
引
法
分
野
の
民
事
実
体
法
研
究
に
お
い
て
重
要
な
国
際
的
モ
デ
ル
法
と
し
て
、
私
法
統
一
国
際
協
会
に
よ
る
ユ
ニ
ド
ロ
ワ
国
際
商
事
契
約
原
則
（
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）
が

あ
る
が
、
そ
の
�
〇
〇
四
年
版
で
《L

im
itation P

eriods
》
に
関
す
る
第
一
〇
章
一
一
ヵ
条
（
ラ
ポ
ル
ト
ゥ
ー
ル
は
ペ
ー
タ
ー
・
シ
ュ
レ
ヒ
ト
リ
ー
ム
）
が
追
加
さ

れ
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
こ
の
最
新
の
成
果
を
も
視
野
に
入
れ
て
考
察
を
深
め
る
べ
き
で
あ
る
が
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
と
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
と
の
間
に
も
適
用
範
囲
の
相
違
（
Ｐ
Ｉ
Ｃ

Ｃ
一
〇
・
一
条
一
項
を
参
照
）
が
あ
り
、
両
原
則
を
比
較
す
る
に
あ
た
っ
て
は
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
考
察
が
必
要
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
さ
し
あ
た
り

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
の
分
析
に
専
念
す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
委
員
会
と
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
作
業
部
会
と
の
間
に
は
設
立
当
初
か
ら
密
接
な
人
的
交
流
が
あ
る
が
、

Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
�
〇
〇
四
年
版
の
起
草
に
際
し
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
委
員
会
で
の
検
討
素
材
（
ウ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
が
作
成
し
た
ポ
ジ
シ
ョ
ン
・

ペ
ー
パ
ー
）
が
参
考
に
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。R

ein
h

a
rd

 Z
im

m
erm

a
n

n
, D

ie U
nidroit-G

rundregeln der internationalen H
andelsverträge 2004 in 

vergleichender P
erspektive, Z

E
uP

 2005, S. 268.

（
11
）　

ド
イ
ツ
消
滅
時
効
法
改
正
を
取
り
上
げ
る
日
本
語
文
献
と
し
て
、
半
田
吉
信
﹁
ド
イ
ツ
に
お
け
る
消
滅
時
効
法
の
改
正
作
業
（
一
）・（
�
・
完
）﹂
千
葉
一
六
巻
�

号
一
頁
、
同
巻
四
号
四
五
頁
（
�
〇
〇
一―

�
〇
〇
�
年
）、
加
藤
敬
介
﹁
ド
イ
ツ
に
お
け
る
新
た
な
消
滅
時
効
法
﹂
法
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
七
七
号
一
頁
（
�
〇
〇
五
年
）、

　
（
一
八
九
〇
）
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効
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ヨ
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契
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Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
）
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四
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�

�

同
志
社
法
学　

五
九
巻
四
号

片
山
英
一
郎
﹁
ド
イ
ツ
消
滅
時
効
法
﹂
早
稲
田
大
学
大
学
院
法
研
論
集
一
一
九
号
五
七
頁
（
�
〇
〇
六
年
）。

（
12
）　

F
ra

n
k

 P
eters/R

ein
h

a
rd

 Z
im

m
erm

a
n

n
, V

erjäh
ru

n
gsfristen

: D
er E

in
flu

ß
 vo

n
 F

risten
 au

f S
ch

u
ld

verh
ältn

isse; M
ö

glich
k

eiten
 d

er 

V
ereinheitlichung von V

erjährungsfristen, in: B
undesm

inister der Justiz （H
rsg.

）, G
utachten und V

orschläge zur Ü
berarbeitung des Schuldrechts, 

B
d. I, 1981, S. 77 ff. 

日
本
語
文
献
と
し
て
、
半
田
吉
信
﹁
消
滅
時
効
法
改
正
に
関
す
る
ペ
ー
タ
ー
ス
、
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
の
提
案
（
一
）・（
�
）﹂
下
森
定
ほ
か
編

著
﹃
西
ド
イ
ツ
債
務
法
改
正
鑑
定
意
見
の
研
究
﹄
四
五
頁
（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
八
年
）。

（
13
）　

ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
討
議
草
案
改
定
作
業
グ
ル
ー
プ
で
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
第
一
七
章
（
現
第
一
四
章
）
の
草
案
ド
イ
ツ
語
訳
（Z

E
uP

 2001, 400 ff.

）
が
参

照
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
債
務
法
現
代
化
法
政
府
草
案
理
由
で
も
そ
の
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
（B

egründung zum
 R

egierungsentw
urf, D

rucks. 

14/6040, S. 96 und 103
）。

（
14
）　

R
ein

h
a

rd
 Z

im
m

erm
a

n
n

, T
he N

ew
 G

erm
an L

aw
 of O

bligations: H
istorical and C

om
parative P

erspectives, 2005, S. 157 f.; vgl. id
em

, D
as neue 

d
eu

tsch
e V

erjäh
ru

n
gsrech

t: ein
 V

orbild
 fü

r E
u

rop
a?, in

: In
go K

oller/H
erbert R

oth
/R

ein
h

ard
 Z

im
m

erm
an

n
, S

ch
u

ld
rech

tsm
od

ern
isieru

n
gsgesetz 

2002, 2002, S. 9 ff.

（
15
）　

以
下
で
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
第
一
四
章
の
分
析
を
試
み
る
に
あ
た
っ
て
は
、
そ
の
内
容
が
起
草
担
当
者
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
の
立
場
を
ほ
ぼ
ス
ト
レ
ー
ト
に
反
映
し
た
内
容
で

あ
る
こ
と
を
重
視
し
て
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
第
�
部
第
一
四
章
各
条
に
付
さ
れ
た
コ
メ
ン
ト
お
よ
び
ノ
ー
ト
と
並
び
、
次
の
�
文
献
を
基
本
資
料
と
す
る
。R

ein
h

a
rd

 

Z
im

m
erm

a
n

n
, „... ut sit finis litium

“, JZ
 2000, S. 853 ff.; R

einhard Z
im

m
erm

ann, C
om

parative F
oundations of a E

uropean L
aw

 of Set-O
ff and 

P
rescription, 2002, S. 62 ff. 

後
者
は
、
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
委
員
会
に
提
出
し
た
資
料
（
ポ
ジ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
）
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
、

こ
れ
に
先
行
す
る
前
者
は
、
ド
イ
ツ
消
滅
時
効
法
改
正
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
意
図
し
て
公
表
さ
れ
た
、
右
ポ
ジ
シ
ョ
ン
・
ペ
ー
パ
ー
総
論
部
分
の
ド
イ
ツ
語
訳

で
あ
る
。
ま
た
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
第
一
四
章
に
至
る
連
続
性
か
ら
、
ペ
ー
タ
ー
ス
＝
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
鑑
定
意
見
（
前
掲
注
（
12
））
に
対
し
て
も
適
宜
参
照
支
持
を
付
す
。

Ⅱ　

統
一
的
時
効
制
度
と
主
観
的
シ
ス
テ
ム

　

一
定
期
間
が
徒
過
す
る
と
債
権
者
は
債
務
者
に
履
行
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
い
う
法
制
度
は
、
細
部
は
異
な
る
に
せ
よ
各
国

に
共
通
し
て
み
ら
れ
る（

16
）。

債
権
者
の
権
利
に
は
財
産
的
価
値
が
あ
る
か
ら
、
法
的
に
強
制
で
き
な
い
と
な
れ
ば
債
権
者
に
と
っ
て
財
産
上
の

　
（
一
八
九
一
）
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五
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四
号

損
失
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
種
の
制
度
の
実
務
的
意
義
は
大
き
く
、
正
当
な
制
度
目
的
の
も
と
、
説
得
的
で
、
か
つ
法
的
安

定
性
と
予
測
可
能
性
を
備
え
た
準
則
が
用
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
要
請
に
対
し
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
第
一
四
章
が
提
示
す
る
の
が
、

《
統
一
的
時
効
制
度einheitliches V

erjährungssystem

》
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
の
統
一
的
制
度
を
支
え
る
基
本
的
枠
組
み
の
分
析
が

主
題
で
あ
る（

17
）。

1　

統
一
化
の
要
請

⑴　

消
極
的
契
機

　

統
一
的
な
時
効
制
度
が
要
請
さ
れ
る
契
機
と
し
て
、
ま
ず
推
測
で
き
る
の
は
、
前
述
の
Ｕ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｌ
時
効
条
約
や
消
費
者
法
関
連

の
Ｅ
Ｃ
指
令（

18
）な

ど
国
際
的
法
統
一
に
向
け
た
動
き
が
関
係
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
動
き
じ
た
い
は
、
国
際

物
品
売
買
や
消
費
者
取
引
と
い
っ
た
個
別
領
域
を
対
象
に
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
、
そ
こ
か
ら
直
ち
に
時
効
制
度
一
般
の
統

一
化
が
要
請
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
れ
ら
の
動
き
を
受
け
て
、
よ
り
広
い
射
程
を
も
つ
国
内
時
効
法
を
眺
め
た
と
き
に
、
そ
こ

に
定
め
ら
れ
た
準
則
が
あ
ま
り
に
複
雑
で
理
解
困
難
で
あ
り
、
詳
細
な
規
定
が
用
意
さ
れ
て
い
な
が
ら
解
釈
上
の
問
題
を
種
々
生
じ
さ
せ
て

い
る
と
い
う
自
国
時
効
制
度
へ
の
反
省
、
す
な
わ
ち
《
細
分
的
時
効
制
度differentiertes V

erjährungssystem

》
へ
の
反
省
が
、
時
効

制
度
統
一
化
の
原
動
力
で
あ
る（

19
）。

　

こ
の
よ
う
な
消
極
的
契
機
を
原
動
力
に
、
未
来
に
向
け
た
時
効
制
度
の
展
開
方
向
と
し
て
《
統
一
的
時
効
制
度
》
が
初
め
て
示
さ
れ
た
の

は
、
お
そ
ら
く
、
フ
ラ
ン
ク
・
ペ
ー
タ
ー
ス
と
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
に
よ
る
鑑
定
意
見（

20
）に

お
い
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
大

要
つ
ぎ
の
諸
点
が
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
①
時
効
の
対
象
と
な
る
請
求
権
の
範
囲
が
広
す
ぎ
る
こ
と
、
②
�
〇
年
と

い
う
通
常
の
時
効
期
間
が
立
法
以
降
の
状
況
変
化
（
現
代
の
生
活
環
境
）
に
照
ら
し
長
過
ぎ
る
こ
と
、
③
各
種
の
請
求
権
に
つ
い
て
用
意
さ

　
（
一
八
九
二
）
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れ
た
詳
細
な
規
定
に
は
時
代
遅
れ
の
も
の
が
多
い
こ
と
、
そ
れ
ば
か
り
か
、
③
規
定
の
詳
細
化
じ
た
い
不
完
全
で
あ
る
た
め
に
規
定
の
適
用

範
囲
の
限
界
付
け
が
不
明
瞭
と
な
り
、
規
定
の
当
初
の
目
的
か
ら
外
れ
た
拡
張
解
釈
や
、
構
成
概
念
の
意
義
を
歪
め
る
解
釈
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る（

21
）。

⑵　

統
一
可
能
な
範
囲
（
適
用
範
囲
）

　

細
分
的
時
効
制
度
の
傾
向
が
と
り
わ
け
顕
著
で
あ
っ
た
ド
イ
ツ
旧
消
滅
時
効
法
だ
が
、
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
は
、
理
論
的
に
み
て
統
一
的
に

扱
わ
れ
る
べ
き
で
な
い
権
利
が
同
一
の
時
効
制
度
に
包
摂
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
、
そ
の
一
つ
の
要
因
を
見
出
し
て
い
る（

22
）。

そ
こ
で
次
に
、
Ｐ

Ｅ
Ｃ
Ｌ
時
効
制
度
で
は
ど
の
よ
う
な
権
利
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
、
統
一
的
時
効
制
度
の
枠
組
み
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
の
か
、
統
一
的

時
効
制
度
が
ど
の
よ
う
な
適
用
範
囲
の
う
え
に
描
か
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る
。

　

規
定
上
明
ら
か
な
の
は
、《
債
務
の
履
行
を
求
め
る
権
利right to perform

ance of an obligation

》
が
適
用
対
象
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

る
（
一
四
：
一
〇
一
条
）。
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
で
は
、
一
貫
し
て
《claim

》
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
相
手
方
に
よ
る
履
行
を
必
要
と

し
な
い
権
利―

た
と
え
ば
、
物
所
有
権
な
ど
絶
対
権
、
婚
姻
す
る
権
利
な
ど
身
分
上
の
権
利
、
自
由
に
対
す
る
基
本
的
権
利
、
抗
弁
的
権

利
（
履
行
留
保
権
お
よ
び
代
金
減
額
請
求
権
）
等―
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
こ
れ
ら
は
、社
会
の
第
一
次
的
な
基
盤
を
形
成
す
る
諸
権
利
、

も
し
く
は
成
立
済
み
の
法
律
関
係
の
均
衡
を
維
持
す
る
権
利
で
あ
り
、
特
定
の
相
手
方
に
対
し
一
定
の
履
行
を
求
め
る
権
利
と
の
間
に
は
、

性
質
上
根
本
的
な
違
い
が
あ
る
か
ら
で
あ
る（

23
）。

　

他
方
、
時
効
の
影
響
を
受
け
るclaim

の
発
生
原
因
は
、
契
約
に
限
ら
れ
な
い
。
契
約
外
の
発
生
原
因
、
た
と
え
ば
不
法
行
為
ま
た
は
不

当
利
得
に
基
づ
くclaim

も
、等
し
く
適
用
対
象
で
あ
る（

24
）。

し
か
し
な
が
ら
、相
手
方
に
履
行
を
求
め
る
権
利
で
も
、絶
対
権
等
か
ら
派
生
し
、

そ
の
実
現
を
目
的
と
す
る
権
利
は
、
適
用
対
象
外
と
さ
れ
て
い
る（

25
）。

す
な
わ
ち
、claim

の
競
合
と
法
的
安
定
・
予
測
可
能
性
の
観
点
か
ら

　
（
一
八
九
三
）
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す
れ
ば
、
同
一
の
時
効
制
度
の
適
用
範
囲
に
含
め
る
べ
きclaim

を
契
約
に
基
づ
く
も
の
に
限
る
べ
き
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
目
的
を
異
に

す
るclaim

は
、
当
該
異
な
る
目
的
（
た
と
え
ば
所
有
権
秩
序
＝
取
得
時
効
、
身
分
関
係
秩
序
）
の
も
と
で
体
系
化
さ
れ
た
時
効
制
度
に
服

す
る
べ
き
だ
と
さ
れ
て
い
る（

26
）。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
時
効
制
度
の
適
用
範
囲
は
、
権
利
の
性
質
と
目
的
と
に
よ
り
、《
債
務
関
係
に
基
づ
き
、
特
定
の
相
手
方
に

一
定
の
履
行
を
求
め
る
権
利
＝claim

》
に
見
定
め
ら
れ
て
い
る
。
日
本
の
用
語
法
に
よ
れ
ば
、《
債
権
の
時
効
》
と
表
現
し
て
ほ
ぼ
問
題
な

い
と
お
も
わ
れ
る
の
で
、
以
下claim

は
債
権
と
表
記
す
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
右
の
理
解
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
時
効
制
度
の
適
用

0

0

範
囲
と
の
関
係

0

0

0

0

0

0

で
は
、
ド
イ
ツ
民
法
上
の《
請
求
権A
nspruch

の
時
効
》と
異
な
る
立
場
で
あ
る
こ
と
を
再
度
確
認
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う（

27
）。

2　

時
効
制
度
の
正
当
化
根
拠

⑴　

三
つ
の
法
政
策
的
考
慮

　

時
効
制
度
は
、
債
権
者
に
と
り
財
産
剥
奪
に
等
し
い
効
果
を
も
た
ら
す
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
過
去
に
お
い
て
時
効
制
度
は
不
道
徳
な
制
度
と

み
な
さ
れ
て
き
た
し
、
日
本
で
﹁
時
効
の
援
用
﹂
を
良
心
規
定
と
理
解
す
る
立
場
が
存
在
す
る
の
も
こ
こ
に
由
来
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

そ
う
で
あ
れ
ば
当
然
に
、
本
来
権
利
の
保
証
と
実
現
に
努
め
る
べ
き
民
法
が
そ
れ
に
逆
行
す
る
制
度
を
置
い
て
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
か
、
さ

ら
に
そ
の
制
度
を
防
御
方
法
と
し
て
利
用
す
る
か
否
か
を
債
務
者
の
意
思
に
委
ね
る
（
た
と
え
ば
日
本
の
実
体
法
説
＋
確
定
効
果
説
）
と
い

う
の
で
は
、
も
は
や
、
法
が
使
命
を
放
棄
し
て
い
る―

債
権
者
債
務
者
間
の
自
主
的
な
問
題
解
決
に
委
ね
て
い
る―

に
等
し
い
の
で
は

な
い
か
、
と
の
素
朴
な
疑
問
が
わ
く
（
援
用
を
実
体
法
的
効
果
発
生
の
条
件
と
構
成
し
て
も
、
実
質
的
に
は
同
じ
で
あ
る
）。
ま
た
、
時
効

を
法
定
証
拠
と
理
解
す
る
立
場
（
純
粋
な
訴
訟
法
説
）
で
も
、
一
定
期
間
が
徒
過
し
た
と
い
う
だ
け
で
、
債
務
消
滅
の
強
烈
な
証
拠
方
法
を

債
務
者
の
手
に
委
ね
る
以
上
は
、
実
質
的
に
み
て
、
や
は
り
同
じ
疑
問
が
当
て
は
ま
る
だ
ろ
う
。
す
で
に
日
本
で
も
、
星
野
論
文（

28
）を

契
機
と

　
（
一
八
九
四
）
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し
て
一
般
に
意
識
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
の
立
場
に
せ
よ
、
債
権
者
に
と
り
過
酷
な
効
果
を
も
た
ら
す
時
効
制
度
が
ど
う
し
て
必
要

な
の
か
、
ど
の
よ
う
な
正
当
化
根
拠
の
も
と
に
時
効
制
度
が
要
請
さ
れ
る
の
か
と
い
う
根
本
問
題
に
行
き
着
か
ざ
る
を
得
な
い（

29
）。

　

現
在
の
日
本
で
は
、
い
わ
ゆ
る
多
元
説
が
支
配
的
考
え
方
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
取
得
時
効
（
さ
ら
に
長
期
と
短
期
）
と
消
滅
時
効
の
相

違
を
意
識
し
て
、
一
段
具
体
化
さ
れ
た
レ
ベ
ル
で
正
当
化
根
拠
を
理
解
す
る
の
が
傾
向
で
あ
る（

30
）。

そ
し
て
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
で
は
、《
債
権
》
に
限

定
さ
れ
た
適
用
範
囲
の
も
と
、
次
の
�
つ
の
法
政
策
的
考
慮
に
よ
っ
て
時
効
制
度
が
正
当
化
さ
れ
て
い
る（

31
）。

ⅰ
．
時
間
の
曖
昧
化
作
用

　

一
定
期
間
経
過
後
の
債
権
者
か
ら
の
請
求
に
対
し
て
債
務
者
が
直
面
す
る
立
証
困
難
か
ら
解
放
す
る
必
要
性
で
あ
る
。
債
権
者
の

請
求
に
法
的
根
拠
が
な
い
場
合
（
不
当
な
請
求
）
で
も
、
債
務
者
は
、
証
拠
散
逸
等
に
よ
り
み
ず
か
ら
を
防
御
で
き
な
く
な
る
。
こ

の
困
難
か
ら
債
務
者
を
解
放
し
て
や
る
必
要
が
あ
る（

32
）。

ⅱ
．
債
務
者
の
信
頼
保
護

　

一
定
期
間
に
わ
た
り
債
権
が
行
使
さ
れ
な
い
こ
と
に
対
す
る
債
務
者
の
信
頼
を
保
護
す
る
必
要
性
で
あ
る
。
長
い
間
に
わ
た
っ
て

債
権
が
行
使
さ
れ
な
い
場
合
、
債
務
者
に
は
、
債
権
者
は
当
該
債
権
の
実
現
に
関
心
が
な
く
、
も
は
や
履
行
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
と
の
信
頼
が
形
成
さ
れ
、債
務
者
は
そ
の
信
頼
の
う
え
に
行
動
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
信
頼
を
法
的
に
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
。

ⅲ
．
公
益
的
・
訴
訟
経
済
的
要
請

　

最
後
に
掲
げ
ら
れ
る
の
は
、《
争
訟
の
終
結
は
公
共
の
利
益
で
あ
るin

terest rei p
u

blica
e u

t fin
is litiu

m

》
と
い
う
格
言
を

引
き
合
い
に
出
し
て
掲
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
、
債
権
を
め
ぐ
る
訴
訟
の
長
期
化
な
い
し
は
解
決
困
難
な
訴
訟
の
防
止
と
い
う
、
公
益

的
・
司
法
経
済
的
考
慮
で
あ
る
。

　
（
一
八
九
五
）
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こ
う
列
挙
し
た
だ
け
で
は
、
一
見
す
る
と
矛
盾
し
た
、
あ
る
い
は
相
互
に
不
干
渉
な
考
慮
が
、
日
本
の
多
元
説
と
同
じ
く
併
記
さ
れ
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
も
み
え
る
。
し
か
し
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
は
、
債
務
者
利
益
（
考
慮
ⅰ
お
よ
び
ⅱ
）
や
公
益
（
考
慮
ⅲ
）
と
い
っ
た
個
別
的
な

法
的
利
益
の
保
護
そ
れ
じ
た
い
を
時
効
制
度
の
正
当
化
根
拠
と
捉
え
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
の
法
政
策
的
考
慮
が
相

互
に
ど
の
よ
う
に
関
連
付
け
ら
れ
る
の
か
が
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
時
効
制
度
全
体
の
体
系
な
い
し
整
合
性
、
ひ
い
て
は
個
々
の
具
体
的
準
則
を
説
得

力
あ
る
も
の
と
す
る
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
点
に
つ
き
若
干
の
分
析
を
加
え
て
お
き
た
い
。

⑵　

正
当
化
根
拠
の
分
析

　

ま
ず
、
考
慮
ⅰ
と
ⅱ
は
、
時
効
制
度
の
目
的
を
《
債
務
者
保
護
》
に
結
び
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
、
実
体
法
説
と
訴
訟
法
説
の

い
ず
れ
を
基
本
的
立
場
と
す
る
か
に
連
動
し
て
、
真
の
弁
済
者
保
護
（
考
慮
ⅰ
）
と
非
弁
済
者
保
護
（
考
慮
ⅱ
）
を
相
互
排
斥
的
に
（
す
く

な
く
と
も
、
ど
ち
ら
か
を
優
位
に
）
捉
え
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る（

33
）の

に
対
し
、
こ
れ
ら
が
並
列
的
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
点

で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
に
関
し
て
は
、
一
定
期
間
が
徒
過
し
た
こ
と
に
よ
り
、
み
ず
か
ら
が
負
担
す
る
（
し
て
い
た
）
債
務
を
め
ぐ
り
債

権
者
と
の
間
で
紛
争
を
生
じ
る
可
能
性
に
曝
さ
れ
る
債
務
者
（
＝
法
的
に
不
安
定
な
地
位
に
置
か
れ
た
債
務
者
）
の
保
護
、
と
し
て
包
括
的

に
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

右
�
つ
の
考
慮
を
合
わ
せ
て
、
債
務
者
の
地
位
の
不
安
定
を
考
慮
し
て
債
権
者
が
法
的
手
続
き
を
と
る
途
を
遮
断
す
る
趣
旨
と
捉
え
る
場

合
に
は
、
あ
る
い
は
公
益
的
見
地
か
ら
裁
判
上
の
強
制
力
（
法
的
救
済
）
を
排
除
す
る
趣
旨
と
い
わ
れ
て
い
る
英
米
の
出
訴
期
限

lim
itation of actions

制
度
を
想
起
さ
せ
る
け
れ
ど
も
、
比
較
法
的
に
み
て
、
一
定
期
間
の
経
過
に
よ
っ
て
生
じ
る
法
的
不
安
定
を
手
続
レ

ベ
ル
で
除
去
す
る
の
か
、
実
体
的
な
効
果
（
債
権
の
消
滅
効
）
の
付
与
を
通
じ
て
除
去
す
る
の
か
に
よ
っ
て
は
、
機
能
的
差
異
は
ほ
と
ん
ど

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

34
）。

そ
し
て
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
は
、
こ
の
機
能
分
析
を
反
映
し
て
、
時
効
を
実
体
法
上
の
制
度
と
し
つ
つ
、

　
（
一
八
九
六
）
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時
効
に
よ
り
債
務
者
に
抗
弁
（
履
行
拒
絶
権
）
を
付
与
す
る
と
の
立
場
（
時
効
の
弱
い
効
果
）
を
と
っ
て
い
る
（
一
四
：
五
〇
一
条
一
項（

35
））。

日
本
で
は
、
時
効
が
権
利
消
滅
原
因
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
事
者
の
援
用
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
は
い
え
、

債
権
消
滅
（
時
効
の
強
い
効
果
）
の
正
当
化
如
何
が
解
釈
上
の
主
題
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
仮
に
、
時
効
の
効
果
（
援
用
の
必
要

＋
相
対
効
）
の
履
行
拒
絶
権
と
し
て
の
機
能
を
直
視
す
れ
ば
、そ
れ
に
よ
っ
て
一
定
期
間
経
過
後
の
法
的
不
安
定
か
ら
解
放
さ
れ
る
利
益
は
、

真
の
弁
済
者
ば
か
り
で
な
く
非
弁
済
者
に
も
認
め
ら
れ
う
る
。
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
が
考
慮
ⅰ
ⅱ
を
併
記
し
て
い
る
点
も
、
こ
の
よ
う
な
角
度
か
ら
理

解
可
能
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。

　

次
に
考
慮
ⅱ
に
関
し
て
、
日
本
で
も
、
長
期
の
権
利
不
行
使
＝
継
続
し
た
事
実
状
態
、
な
い
し
は
そ
れ
へ
の
社
会
の
信
頼
を
保
護

0

0

0

0

0

す
る
必

要
性
（
そ
の
裏
面
で
、
権
利
喪
失
の
正
当
化
と
し
て
の
、
権
利
の
上
に
眠
る
者
は
保
護
に
値
し
な
い
）
と
の
存
在
理
由
が
掲
げ
ら
れ
る（

36
）。

し

か
し
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
が
掲
げ
る
考
慮
ⅱ
は
、
こ
れ
ら
と
は
や
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
す
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
こ
で
述
べ

ら
れ
て
い
る
の
は
債
権
者
の
利
益

0

0

0

0

0

0

に
対
置
さ
れ
た
債
務
者
の
信
頼

0

0

0

0

0

0

保
護
で
あ
る
が
、《
継
続
し
た
事
実
状
態
の
保
護
》
は
、
社
会
一
般
の
取

引
安
全
な
い
し
は
社
会
秩
序
の
維
持
と
い
う
観
点
で
説
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る（

37
）。

ま
た
、
日
本
の
法
定
証
拠
説
が
そ
の
実
体
法
的

基
礎
と
し
て
述
べ
る
、
継
続
し
た
事
実
状
態
は
真
実
の
権
利
関
係
を
反
映
し
て
い
る
蓋
然
性
が
高
い
と
い
う
視
点（

38
）も

、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
の
叙
述
か

ら
読
み
取
る
こ
と
は
難
し
い
。
こ
の
よ
う
な
視
点
は
、
む
し
ろ
、
不
当
請
求
に
対
す
る
立
証
困
難
の
問
題
と
し
て
考
慮
ⅰ
（
時
間
の
曖
昧
化

作
用
）
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る（

39
）。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
の
考
慮
ⅱ
は
、
継
続
し
た
事
実
状
態
を
法
的
に
正

当
と
確
定
す
る
こ
と
が
社
会
的
に
好
ま
し
い
と
い
う
公
益
的
な
観
点
か
ら
で
は
な
く
、
債
権
者
の
利
益
と
債
務
者
の
信
頼
と
の
間
で
後
者
の

優
越
を
認
め
る
と
の
観
点
（
当
事
者
利
益
の
比
較
衡
量
）
か
ら
の
考
慮
と
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う（

40
）。

　

し
か
し
、
考
慮
ⅰ
お
よ
び
ⅱ
に
表
明
さ
れ
た
《
債
務
者
保
護
》
が
時
効
制
度
の
存
在
理
由
だ
と
し
て
も
、
債
権
者
の
負
担
に
お
い
て
債
務

者
を
立
証
困
難
か
ら
解
放
し
、
あ
る
い
は
、
事
実
状
態
の
継
続
に
対
す
る
債
務
者
の
信
頼
を
債
権
者
利
益
に
優
越
さ
せ
る
こ
と
が
ど
う
し
て

　
（
一
八
九
七
）



時
効
法
改
革
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
原
則
（
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
）
第
一
四
章

�

一
四

同
志
社
法
学　

五
九
巻
四
号

正
当
化
さ
れ
る
の
か
と
い
う
点
は
、
な
お
不
鮮
明
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
﹁﹃
法
は
何
事
を
も
な
し
得
る
﹄
に
し
て
も
、
あ
ま
り
に
も
ド

ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
す
ぎ
る
﹂
と
の
批
判（

41
）を

避
け
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
疑
問
に
応
じ
る
の
が
、
考
慮
ⅲ
で
あ
る
。

　

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
日
本
で
は
、《
継
続
し
た
事
実
状
態
の
保
護
》
と
は
公
益
な
い
し
社
会
秩
序
維
持
だ
と
理
解
す
る
も
の
が
あ
る
。

し
か
し
、
除
斥
期
間
の
進
行
停
止
を
め
ぐ
る
議
論
や
、
時
効
制
度
に
も
援
用
や
中
断
な
ど
当
事
者
意
思
に
着
目
し
た
制
度
が
置
か
れ
て
い
る

こ
と
（
こ
う
し
た
制
度
は
も
ち
ろ
ん
日
本
に
限
ら
れ
な
い
し
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
も
例
外
で
は
な
い
）
を
も
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
公
益
そ
れ
じ
た
い

が
債
権
者
利
益
に
優
先
す
る
価
値
を
も
つ
と
い
う
理
由
で
、
時
効
制
度
が
正
当
化
さ
れ
る
と
は
考
え
に
く
い
。
む
し
ろ
考
慮
ⅲ
は
、
一
面
で

は
、
債
務
者
の
立
証
困
難
ま
た
は
信
頼
形
成
（
考
慮
ⅰ
お
よ
び
ⅱ
）
に
よ
っ
て
生
じ
る
解
決
し
難
い
紛
争
の
回
避
と
い
う
、
債
務
者
保
護
の

積
極
的
正
当
化
根
拠
と
し
て
の
側
面
を
有
し
、
同
時
に
他
面
で
は
、
あ
る
債
権
関
係
を
め
ぐ
っ
て
債
権
者
利
益
に
対
立
す
る
債
務
者
利
益
が

形
成
さ
れ
る
局
面
に
お
い
て
、
時
効
制
度
が
債
務
者
保
護
を
決
断
す
る
場
合
に
は
、
両
利
益
の
均
衡
確
保
が
要
請
さ
れ
る―

時
効
制
度
に

よ
っ
て
、
逆
に
紛
争
が
助
長
さ
れ
て
は
な
ら
な
い―

と
い
う
意
味
で
の
、
消
極
的
な
正
当
化
根
拠
の
側
面
を
も
有
し
て
い
る
と
理
解
で

き
る（

42
）。

　

以
上
の
分
析
か
ら
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
時
効
制
度
の
立
場
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
時
効
制
度
の
目
的

は
、
時
の
経
過
に
よ
っ
て
生
じ
る
債
権
者
債
務
者
間
の
法
的
不
安
定
の
解
消
（
考
慮
ⅲ
）
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
法
的
不
安
定
を
も
た
ら

し
て
い
る
の
は
、
時
間
の
曖
昧
化
作
用
に
よ
る
立
証
困
難
（
考
慮
ⅰ
）
と
、
継
続
す
る
事
実
状
態
に
対
す
る
債
務
者
の
信
頼
（
考
慮
ⅱ
）
で

あ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
不
安
定
を
取
り
除
く―

一
方
で
は
立
証
困
難
か
ら
債
務
者
を
解
放
し
、
他
方
で
は
債
務
者
の
信
頼
を
保
護
す
る―

こ
と
で
債
権
者
債
務
者
間
に
法
的
安
定
を
も
た
ら
す
こ
と
が
、
時
効
制
度
の
目
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
反
面
で
は
、
時
効
制
度
が

債
務
者
保
護
に
偏
重
す
る
（
そ
の
結
果
、
逆
に
紛
争
を
助
長
す
る
）
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
両
利
益
の
均
衡
が
図
ら
れ
る
限
度
で
の
み

時
効
制
度
は
正
当
化
さ
れ
る
。

　
（
一
八
九
八
）
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3　

債
権
行
使
機
会
の
保
障
（
利
益
の
衡
量
）

　

以
上
の
よ
う
に
、
一
方
で
《
債
務
者
保
護
》
を
目
的
と
す
る
時
効
制
度
に
お
い
て
は
、
他
方
に
対
立
す
る
《
債
権
者
利
益
》
と
の
均
衡
を

如
何
に
図
る
の
か
が
、
時
効
制
度
を
正
当
化
す
る
う
え
で
最
も
重
要
な
課
題
と
な
る
。
債
権
を
行
使
す
る
公
平
な
機
会
を
保
障
す
る
こ
と
な

し
に
は―
ま
し
て
、
立
証
困
難
や
信
頼
形
成
が
実
際
上
存
在
し
な
い
状
況
に
お
い
て
ま
で
、
債
務
者
が
時
効
制
度
の
保
護
を
享
受
す
る
こ

と
を
認
め
れ
ば―
そ
れ
は
過
剰
な
保
護
で
あ
り
、
債
権
者
が
実
質
的
な
利
益
不
均
衡
に
動
機
付
け
を
得
て
提
訴
に
及
ぶ
の
を
助
長
す
る
こ

と
と
な
っ
て
、
結
果
的
に
時
効
制
度
の
目
的
に
反
す
る
こ
と
に
な
る（

43
）か

ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
具
体
的
準
則
を
定
立
す
る
前
提
と
し
て
次
の

こ
と
が
問
題
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
時
効
期
間
を
法
技
術
上
重
要
な
要
素
と
す
る
時
効
制
度
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
債
権
行
使
機
会
を
保

障
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
の
か
、
そ
の
考
え
う
る
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
《
統
一
的
時
効
制
度
》
は
ほ
ん
と
う
に
可
能
か
、
と
い
う
問
題
で
あ

る
。

⑴　

時
効
制
度
の
五
要
素

　

こ
の
問
題
を
考
え
る
際
に
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
が
注
意
を
喚
起
す
る
の
は
、
法
技
術
上
の
要
素
の
密
接
な
関
連
性
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
時

効
制
度
は
、《
時
効
期
間
の
長
さ
》、《
起
算
点
》、《
進
行
停
止
事
由
》、《
更
新
事
由
》、
お
よ
び
《
時
効
に
関
す
る
合
意
の
許
否
》
の
5
つ
の

要
素
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
た
と
え
ば
時
効
期
間
の
長
短
は
、
合
意
に
よ
る
修
正
を
ど
の
程
度
許
容
す
る
の
か
、
起
算
点
を
ど

う
す
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
停
止
・
更
新
が
認
め
ら
れ
る
の
か
に
よ
っ
て
、
適
切
な
期
間
の
長
さ
は
異
な
っ
て
く
る
。
し
た
が
っ
て
、

債
権
者
債
務
者
間
の
利
益
均
衡
を
個
々
の
技
術
的
要
素
ご
と
に
考
慮
す
る
の
は
不
適
切
で
あ
り
、
五
要
素
の
関
連
の
な
か
で
適
切
な
利
益
衡

量
が
具
体
化
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

44
）。

　
（
一
八
九
九
）
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⑵　

債
権
の
性
質
ご
と
の
時
効
期
間
（
消
極
）

　

も
っ
と
も
、
各
国
の
時
効
規
定
に
お
い
て
、
債
権
行
使
機
会
の
保
障
が
ど
の
よ
う
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
を
み
る
と
、
現
実
に
は
、
一

般
的
な
長
期
時
効
期
間
（
多
く
は
、
�
〇
年
な
い
し
�
〇
年
）
を
規
定
し
た
う
え
で
、
個
別
の
債
権
に
つ
い
て
例
外
的
な
短
期
時
効
期
間
を

多
数
規
定
す
る
と
い
う
状
況
が
確
認
さ
れ
て
い
る（

45
）。

　

①　

細
分
的
時
効
制
度
の
問
題
性

　

こ
の
方
法
だ
と
、
規
定
の
複
雑
化
は
避
け
ら
れ
な
い
か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
も
当
事
者
に
と
っ
て
は
見
通
し
の
悪
い
制
度
で
あ
る
。
し
か
し

そ
れ
以
上
に
憂
慮
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
を
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
個
々
の
時
効
規
定
が

適
用
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
解
釈
上
の
疑
義
が
生
じ
う
る
こ
と
、
と
り
わ
け
、
適
用
領
域
を
接
す
る
複
数
の
時
効
規
定
に
つ
い
て
適
用
範

囲
の
限
界
付
け
を
め
ぐ
る
紛
争
が
生
じ
う
る
こ
と
、
そ
し
て
、
あ
る
時
効
規
定
の
適
用
が
不
合
理
だ
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
、
当
該
規
定
の

適
用
を
排
除
し
て
よ
り
適
切
な
規
定
を
適
用
す
る
た
め
の
解
釈
上
の
操
作
が
お
こ
な
わ
れ
る―

そ
れ
に
よ
っ
て
よ
り
複
雑
な
法
状
況
が
も

た
ら
さ
れ
る―

危
険（

46
）が

あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
予
想
さ
れ
る
問
題
は
い
ず
れ
も
、
成
立
か
ら
一
定
期
間
を
経
過
し
た
こ
と
に
よ
り
債

権
者
債
務
者
間
に
生
じ
る
法
的
不
安
定
を
解
消
す
る
と
い
う
、
時
効
制
度
の
正
当
化
根
拠
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

②　

法
的
価
値
判
断
の
非
一
貫
性

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
な
い
よ
う
あ
ら
か
じ
め
配
慮
し
て
規
定
で
き
る
な
ら
ば
、（
法
律
素
人
に
は
理
解
し
づ
ら
い
複
雑

な
規
定
に
な
る
に
せ
よ
）
問
題
が
な
い
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
�
つ
の
観
点
か
ら
否
定
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
第
一
は
、
時
効
が
問

題
に
な
る
局
面
に
は
当
事
者
間
の
法
律
関
係
（
た
と
え
ば
、
契
約
の
成
否
）
じ
た
い
が
不
分
明
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
考
え
れ

ば
、
問
題
の
債
権
が
契
約
の
履
行
を
求
め
る
権
利
な
の
か
、
損
害
賠
償
請
求
権
な
の
か
、
不
当
利
得
に
基
づ
く
返
還
請
求
権
な
の
か
を
債
権

者
自
身
が
認
識
で
き
て
い
な
い
と
い
う
場
合
が
あ
り
う
る
。
こ
の
よ
う
な
地
位
に
置
か
れ
た
債
権
者
の
債
権
行
使
機
会
を
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な

　
（
一
九
〇
〇
）
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る
時
効
期
間
の
も
と
で
保
障
す
る
と
い
う
の
は
説
得
的
で
は
な
い
。
第
�
に
、適
用
範
囲
の
限
界
付
け
が
あ
い
ま
い
に
な
る
危
険
性
（
前
述
）

に
関
連
し
て
、
と
く
に
契
約
上
の
債
権
に
つ
い
て
契
約
類
型
ご
と
の
規
律
を
設
け
る
と
し
て
も
、
契
約
類
型
を
完
全
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
で
き

な
い
こ
と
で
あ
る
（
ド
イ
ツ
の
、
売
買
、
請
負
、
雇
用
の
ル
ー
ル
）。
第
�
は
、
同
一
の
事
実
の
う
え
に
債
権
が
競
合
す
る
場
合
に
、
や
は

り
債
権
の
種
類
ご
と
に
異
な
る
期
間
に
お
い
て
行
使
機
会
を
保
障
す
る
と
い
う
の
で
は
説
得
力
を
欠
く
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

47
）。

そ

し
て
、
こ
れ
ら
が
や
は
り
紛
争
の
要
因
と
な
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
で
き
る
。

4　

主
観
的
シ
ス
テ
ム

　

債
権
の
性
質
ご
と
の
時
効
期
間
を
考
え
る
こ
と
が
細
分
的
制
度
＝
紛
争
の
温
床
に
つ
な
が
り
、
ま
た
、
紛
争
が
生
じ
な
い
よ
う
十
分
配
慮

し
た
規
定
を
整
備
で
き
る
と
し
て
も
、
債
権
行
使
機
会
の
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
み
て
法
的
価
値
判
断
が
一
貫
し
な
い
結
果
と
な
る
。
そ
こ

で
、
ツ
イ
ン
マ
ー
マ
ン
そ
し
て
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
第
一
四
章
が
採
用
す
る
の
が
、
次
の
�
つ
の
特
徴
か
ら
な
る
《
主
観
的
シ
ス
テ
ム
》
で
あ
る
。

ⅰ
．
時
効
期
間
の
短
期
化

ⅱ
．
時
効
期
間
の
統
一
化

ⅲ
．
認
識
可
能
性
基
準
の
一
般
化

主
観
的
シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ
る
理
由
は
、
一
方
で
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
統
一
的
制
度
が
可
能
に
な
る
こ
と
で
時
効
制
度
の
正
当

化
根
拠
に
適
合
す
る
法
的
安
定
性
・
予
測
可
能
性
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
、
他
方
で
は
、
時
効
制
度
の
正
当
性
を
担
保
す
る
債
権
行
使
機
会

の
保
障
に
つ
い
て
一
貫
し
た
整
合
的
な
法
的
価
値
判
断
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。
右
に
掲
げ
た
個
々
の
特
徴
に
関
連
付

　
（
一
九
〇
一
）
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効
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契
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Ｐ
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Ｃ
Ｌ
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一
八

同
志
社
法
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五
九
巻
四
号

け
て
整
理
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
時
効
期
間
の
《
短
期
化
》
と
い
う
場
合
、
古
典
期
後
以
来
の
法
伝
統
を
受
け
継
ぐ
も
の
と
さ
れ
る
�
〇
年
の
時
効
期
間
が
前
提
に

な
っ
て
い
る
。
ペ
ー
タ
ー
ス
＝
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
の
鑑
定
意
見
で
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
現
代
社
会
の
生
活
環
境
に
照
ら
し
て
（
さ
ら
に

い
え
ば
、
こ
れ
ほ
ど
長
期
の
期
間
が
中
断
や
停
止
の
影
響
を
受
け
る
と
す
れ
ば
）
長
き
に
失
す
る
こ
と
か
ら
、
保
護
さ
れ
る
べ
き
債
務
者
利

益
（
立
証
困
難
と
、
債
権
不
行
使
に
対
す
る
信
頼
形
成
）
を
認
め
る
の
に
合
理
的
な
期
間
へ
と
短
縮
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。

　

も
っ
と
も
、
時
効
期
間
が
比
較
的
短
期
に
設
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
債
権
行
使
機
会
を
保
障
す
る
必
要
か
ら
、
債
権
者
に
債
権
行
使
を
期

待
で
き
な
い
場
合
は
時
効
期
間
が
進
行
す
る
こ
と
は
な
い
と
の
手
当
て
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
際
の
基
準
と
し
て
、
債
権
者
が
み
ず
か
ら

の
債
権
が
行
使
可
能
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
か
否
か
（
債
権
者
の
主
観
的
事
情
）
に
照
準
が
合
わ
せ
ら
れ
る―

主
観
的
シ
ス
テ
ム

と
称
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
な
お
、
主
観
的
シ
ス
テ
ム
の
も
と
で
は
、
具
体
的
な
時
効
期
間
の
長
さ
は
、
債
権
者
が
み
ず
か
ら
の
債
権
に
つ

い
て
知
っ
て
い
る
場
合
に
債
権
行
使
を
期
待
で
き
る
期
間
が
考
慮
さ
れ
る
。

　

最
後
に
、
一
般
的
に
考
え
る
と
、
一
定
の
期
間
が
経
過
し
た
こ
と
で
債
務
者
が
直
面
す
る
状
況
（
立
証
困
難
お
よ
び
信
頼
形
成
）
は
、
負

担
し
て
い
る
債
務
が
ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
か
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
債
権
者
に
対
す
る
債
権
行
使
の
期
待
も
、
認

識
可
能
性
基
準discoverability criterion

が
採
用
さ
れ
る
限
り
、
債
権
の
性
質
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
す
る
と
、
時
効

期
間
は
債
権
の
性
質
を
問
わ
ず
統
一
的
に
定
め
る
こ
と
が
一
貫
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
債
権
者
債
務
者
の
行
動
基
準
と
し
て
の

明
確
さ
が
増
す
と
と
も
に
、
時
効
制
度
じ
た
い
の
法
的
価
値
判
断
の
一
貫
性
が
保
持
さ
れ
る
、
と
い
う
の
が
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
の
姿
勢
で
あ
る（

48
）。

（
16
）　

各
国
法
状
況
に
関
し
て
は
、E

w
oud H

. H
ondius 

（ed.

）, E
xtinctive P

rescription: O
n the L

im
itation of A

ctions 

（R
eports to the X

IV
th C

ongress, 

International A
cadem

y of C
om

parative L
aw

, A
thens （V

ouliagm
eni

）, G
reece, 31 July-7 A

ugust 1994

）, 1995

が
、一
六
ヵ
国
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、ベ
ル
ギ
ー
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
カ
ナ
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
日
本
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
加
ケ
ベ
ッ
ク
州
、
ル

　
（
一
九
〇
二
）
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ヨ
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ロ
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契
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Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
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一
九

同
志
社
法
学　

五
九
巻
四
号

ー
マ
ニ
ア
、
ト
ル
コ
、
ア
メ
リ
カ
）
に
つ
い
て
の
情
報
源
と
し
て
便
利
で
あ
る
。
同
書
は
、
各
国
法
状
況
の
個
別
紹
介
に
と
ど
ま
ら
ず
、
多
分
に
技
術
的
・
政
策
的

要
素
が
絡
み
合
う
時
効
法
制
に
お
い
て
、
各
国
法
制
が
直
面
す
る
問
題
（
多
く
は
各
国
に
共
通
す
る
問
題
）
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
解
釈
論
的
・
立
法
的
対
応
が
さ

れ
て
い
る
の
か
を
付
き
合
わ
せ
、
そ
の
技
術
的
枠
組
み
の
傾
向
を
え
ぐ
り
出
そ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

（
17
）　

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
時
効
制
度
を
貫
く
枠
組
み
を
直
接
表
明
す
る
準
則
を
あ
ら
か
じ
め
挙
げ
て
お
く
と
、一
四
：
一
〇
一
条
（
債
権
の
時
効
）、�
〇
一
条
（
一
般
的
時
効
期
間
）

お
よ
び
�
〇
�
条
（
時
効
期
間
の
起
算
点
）、
�
〇
一
条
（
債
権
者
が
認
識
を
欠
く
場
合
に
お
け
る
時
効
期
間
の
進
行
停
止
）
の
四
ヵ
条
で
あ
る
。
条
文
等
訳
は
、
前

掲
注
1
に
掲
げ
た
文
献
に
委
ね
る
本
稿
Ⅱ
に
関
連
し
て
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

（
18
）　

と
く
に
、C

ouncil D
irective 85/374/E

E
C

 of 25 July 1985

（
製
造
物
責
任
指
令
）。

（
19
）　

V
gl. P

eters/Z
im

m
erm

a
n

n
 （F

n. 12

） S. 186 ff.; R
ein

h
a

rd
 Z

im
m

erm
a

n
n

, G
erm

any （national report

）, in: H
ondius （F

n. 16

） S. 173 f. 

な
お
、
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
も
、
同
様
の
事
情
を
契
機
と
し
て
出
訴
期
限
法
改
革
が
進
行
中
で
あ
る
（vgl. L

im
ita

tion
 of A

ction
s, C

onsultation P
aper N

o. 151, 

H
SM

O
, 1998; L

aw
 C

om
m

ission, L
im

ita
tion

 of A
ction

s （L
aw

 C
om

 N
o. 270

））。

（
20
）　

P
eters/Z

im
m

erm
a

n
n

 （F
n. 12

）.

（
21
）　

V
gl. P

eters/Z
im

m
erm

a
n

n
 （F

n. 12
） S. 285. 

な
お
、
ペ
ー
タ
ー
ス
＝
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
鑑
定
意
見
の
提
案
は
、
一
九
九
�
年
の
債
務
法
改
正
委
員
会
草
案
に
は

大
部
分
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
�
〇
〇
〇
年
の
債
務
法
現
代
化
法
討
議
草
案
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
そ
の
後
も
、
時
期
を
同
じ
く
し
て
進
行
し

て
い
た
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
第
一
七
章
（
現
第
一
四
章
）
の
作
業
成
果
を
付
け
加
え
る
か
た
ち
で
、
最
終
的
に
新
時
効
法
が
成
立
す
る
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
続
け
た
。
ド
イ
ツ

に
お
け
る
経
過
に
つ
い
て
は
、
半
田
・
前
掲
注
（
11
）、
下
森
定
＝
岡
孝
編
﹃
ド
イ
ツ
債
務
法
改
正
委
員
会
草
案
の
研
究
﹄
一
八
七
頁
以
下
︹
岡
孝
・
辻
伸
行
︺（
法
政

大
学
現
代
法
研
究
所
、
一
九
九
六
年
）、H

einz-P
eter M

ansel, D
ie R

eform
 des V

erjährungsgesetz, in: W
olfgang E

rnst/R
einhard Z

im
m

erm
ann 

（H
rsg.

）, 

Z
ivilrechtsw

issenschaft und Schuldrechtsreform
: Z

um
 D

iskussionsentw
urf eines Schuldrechtsm

odernisierungsgesetz des B
undesm

inisterium
s der 

Justiz, 2001, S. 333 ff., R
einhard Z

im
m

erm
ann/D

etlef L
eenen/H

einz-P
eter M

ansel/W
olfgang E

rnst, F
inis L

itium
? Z

um
 V

erjährungsrecht nach dem
 

R
egierungsentw

urf eines Schuldrechtsm
odernisierungsgesetzes, JZ

 2001, S. 684 ff.

を
参
照
。

（
22
）　

V
gl. P

eters/Z
im

m
erm

a
n

n
 （F

n. 12

） S. 186. 

さ
ら
に
、
改
正
後
の
ド
イ
ツ
消
滅
時
効
法
に
つ
い
て
、Z

im
m

erm
a

n
n

 （F
n. 14

） S. 131 ff.

の
指
摘
も
参
照
。

（
23
）　

V
gl. P

E
C

L
 III, Intro. §5 at xvii ; A

rt. 14: 101 cm
t. C

 &
 D

. 

な
お
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
は
、
契
約
を
取
り
消
す
権
利
、
契
約
を
解
消
す
る
権
利
、
不
履
行
に
対
す
る
救
済

手
段
と
し
て
の
履
行
請
求
権
に
つ
い
て
﹁
合
理
的
な
期
間
内
﹂
の
行
使
を
要
求
す
る
期
間
制
限
規
定
を
置
く
が
（
そ
れ
ぞ
れ
、
四
：
一
一
�
条
、
九
：
�
〇
�
条
�
項
、

九
：
一
〇
�
条
�
項
を
参
照
）、
こ
れ
ら
は
時
効
期
間
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（vgl. P

E
C

L
 III, A

rt. 14: 101 cm
t. D

）。
こ
の
点
で
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
と
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
適

　
（
一
九
〇
三
）
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用
範
囲
を
異
に
し
て
い
る
（vgl. P

IC
C

, A
rt. 10.1 cm

t. 1

）。

（
24
）　

V
gl. P

E
C

L
 III, A

rt. 14: 101 cm
t. D

. 

同
一
の
事
実
の
う
え
に
競
合
し
う
る
こ
れ
ら
のclaim

は
可
能
な
限
り
同
一
に
取
り
扱
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
で
な
け

れ
ば
法
的
安
定
と
予
測
可
能
性
が
確
保
さ
れ
な
い
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
同
一
の
時
効
制
度
の
適
用
範
囲
に
含
め
る
論
拠
（
一
般
的
時
効
制
度

の
論
拠
）
で
あ
る
と
と
も
に
、
時
効
制
度
内
部
で
統
一
的
な
制
度
に
服
さ
せ
る
べ
き
論
拠
（
統
一
的
時
効
制
度
の
論
拠
）
で
も
あ
る
（
本
稿
Ⅱ
3
）。

（
25
）　

V
gl. P

E
C

L
 III, A

rt 14: 101 cm
t. D

; P
eters/Z

im
m

erm
a

n
n

 （F
n. 6

） S. 186, 287.

（
26
）　

Z
em

m
erm

a
n

n
 

（F
n. 14

） S. 131 ff. 

ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
は
、
ド
イ
ツ
新
消
滅
時
効
法
に
つ
い
て
も
な
お
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。﹁
物
権
的
返
還
請
求
権
は
、

絶
対
権
た
る
所
有
権
に
完
全
な
効
力
を
与
え
る
た
め
に
認
め
ら
れ
る
請
求
権
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
⋮
⋮
絶
対
権
そ
の
も
の
と
運
命
を
共
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

⋮
⋮
あ
る
物
を
長
期
間
占
有
し
た
者
の
利
益
が
所
有
者
の
利
益
に
優
先
し
う
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
そ
れ
が
認
め
ら
れ
う
る
の
か―

言
い
換
え
れ

ば
、
公
共
の
利
益public interest

の
要
請
と
し
て
事
実
状
態sta

tu
s qu

o

の
承
認
が
求
め
ら
れ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
れ
ば
そ
れ
が
要
請
さ
れ
る
の
か
。

こ
の
問
い
に
対
し
て
こ
そ
統
一
的
な
答
え
が
要
求
さ
れ
る
﹂
と
い
い
、
ま
た
、
親
族
・
相
続
法
上
の
請
求
権
（§197 A

bs. 2 B
G

B

）
に
つ
い
て
も
、﹁
新
規
定
の
起
草

者
ら
は
、
民
法
第
四
編
（
親
族
法
）・
第
五
編
（
相
続
法
）
に
置
か
れ
た
時
効
に
関
す
る
特
則
を
⋮
⋮
整
理
し
、
親
族
法
や
相
続
法
の
領
域
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
統

一
化
を
図
る
べ
き
で
あ
る
と
の
提
案
を
取
り
上
げ
な
か
っ
た
﹂
と
す
る
。

（
27
）　

も
っ
と
も
、
時
効
の
効
果
と
の
関
係
で
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
に
お
い
て
も
請
求
権A

nspruch

概
念
が
意
味
を
も
つ
（
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
第
�
部
の
ド
イ
ツ
語
版
で
は
、claim

は

A
nspruch

と
訳
さ
れ
て
い
る
）。

（
28
）　

星
野
英
一
﹁
時
効
に
関
す
る
覚
書
き―

そ
の
存
在
理
由
を
中
心
と
し
て―

﹂
同
﹃
民
法
論
集
四
巻
﹄
一
六
七
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
七
八
年
）。

（
29
）　

本
文
の
い
ず
れ
の
理
解
に
し
て
も
、
時
効
制
度
を
十
全
に
正
当
化
で
き
て
い
る
の
か
疑
問
が
拭
え
ず
、
そ
れ
だ
か
ら
こ
そ
解
釈
上
の
一
貫
し
た
価
値
基
準
が
明
確

に
示
し
得
な
い
の
で
は
な
い
か
（
解
釈
論
と
実
際
の
機
能
と
が
接
合
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
）
と
の
問
題
意
識
に
出
た
も
の
が
、
星
野
論
文
（
前
掲
注
28
）
で

あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。

（
30
）　

日
本
に
お
け
る
議
論
の
全
般
に
つ
い
て
は
、
松
久
�
四
彦
﹁
時
効
制
度
﹂
星
野
英
一
ほ
か
編
﹃
民
法
講
座
第
一
巻
﹄
五
四
一
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
一
九
八
四
年
）
を

参
照
。

（
31
）　

V
gl. Z

im
m

erm
ann 

（F
n. 15

） S. 62 ff.; P
E

C
L

 A
rt. 14: 101 cm

t. E
. 

ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
が
《
統
一
的
時
効
制
度
》
へ
の
指
向
を
示
し
は
じ
め
た
の
は
一
九
八
�

年
の
鑑
定
意
見
以
降
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
支
え
る
正
当
化
根
拠
と
し
て
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
が
掲
げ
る
�
つ
の
考
慮
は
、
出
訴
期
限
制
度
改
革
に
関
す
る
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
律

委
員
会
報
告
書
（L

im
ita

tion
 of A

ction
s, C

onsultation P
aper N

o. 151, H
SM

O
, 1998

）
に
示
唆
を
得
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
（vgl. Z

im
m

erm
ann （F

n. 15

） 

　
（
一
九
〇
四
）
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S. 63

）。
他
方
、
同
報
告
書
の
外
国
法
調
査
で
は
ド
イ
ツ
法
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
旧
規
定
下
の
複
雑
な
時
効
制
度
に
対
す
る
一
般
的
消
極
的
評
価
と
と
も
に
、
当
時
の

改
正
動
向
と
し
て
、
債
務
法
改
正
委
員
会
草
案
が
《
細
分
的
時
効
制
度
》
を
捨
て
去
ら
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
の
消
極
的
評
価
、
お
よ
び
ペ
ー
タ
ー

ス
＝
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
鑑
定
意
見
の
提
案
内
容
へ
の
言
及
が
あ
る
（C

P
 151, paras. 10.144⊖173

）。
結
果
的
に
、
同
報
告
書
の
提
案
内
容
が
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
の
《
統
一
的

時
効
制
度
》
と
非
常
に
似
通
っ
た
内
容
で
あ
る
こ
と
に
つ
き
、
後
掲
注49

を
参
照
。

（
32
）　

こ
の
考
慮
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典
起
草
者
に
も
時
効
制
度
の
主
た
る
存
在
理
由
と
し
て
採
用
さ
れ
、
古
く
ユ
ス
・
コ
ム
ー
ネ
の
時
代
か
ら
学
説
が
表
明
し
て
き
た
も

の
で
あ
る
。
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
が
い
く
つ
か
の
論
稿
で
繰
り
返
し
引
用
す
る
の
は
次
の
一
節
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
時
効
は
、
権
利
を
基
礎
付
け
、
ま
た
は
権
利
を

消
滅
さ
せ
る
。
⋮
⋮
時
効
法
に
は
こ
の
よ
う
な
効
果
が
与
え
ら
れ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
時
効
法
は
真
実
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
真
実
と
は
、
た
ん
に
法

の
命
令
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
時
間
は
力
で
あ
り
、
人
の
心
情
は
時
間
の
力
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
長
く
継
続
し
た
事
柄
が
、
確

た
る
も
の
・
覆
し
得
な
い
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
の
は
、
た
だ
そ
れ
が
存
在
し
た
が
ゆ
え
で
あ
る
﹂（B

ernhard W
indscheit/T

heodor K
ipp, L

ehebuch des 

P
andektenrechts, 1906, § 105, S. 544 ff.

）。

（
33
）　

松
久
・
前
掲
注
30
五
五
�
頁
以
下
を
参
照
。

（
34
）　

V
gl. Z

im
m

erm
ann （F

n. 15

） S. 69 ff.; P
E

C
L

, A
rt. 14: 101 n.2. 

そ
こ
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
時
効
制
度
が
実
体
法
上
の
制
度
か
手
続
法
上
の
制
度
か

が
実
質
的
問
題
を
提
起
す
る
の
は
、
む
し
ろ
国
際
私
法
上
の
原
則
と
の
関
係
に
お
い
て
で
あ
る
（
曽
野
・
前
掲
注
6
九
四
頁
も
参
照
）。

（
35
）　

V
gl. Z

im
m

erm
ann （F

n. 15

） S. 72 ff.

（
36
）　

松
久
・
前
掲
注
30
五
五
四
頁
を
参
照
。

（
37
）　

た
と
え
ば
、
内
池
慶
四
郎
﹁
時
効
に
お
け
る
援
用
と
中
断
と
の
関
係
﹂
法
研
�
〇
巻
六
号
�
四
頁
（
一
九
五
七
年
）。
な
お
、
星
野
・
前
掲
注
28
一
七
�
頁
以
下
も

参
照
。

（
38
）　

星
野
・
前
掲
注
28
一
八
七
頁
以
下
の
指
摘
を
参
照
。

（
39
）　

前
掲
注
32
も
参
照
。

（
40
）　

こ
こ
で
は
や
や
控
え
目
に
表
現
し
て
い
る
が
、
後
の
分
析
に
お
い
て
こ
の
点
は
あ
る
程
度
確
証
さ
れ
う
る
と
お
も
わ
れ
る
。

（
41
）　

星
野
・
前
掲
注
28
一
七
九
頁
。

（
42
）　

V
gl. P

E
C

L
 A

rt. 14: 101cm
t. E

. Z
im

m
erm

ann （F
n 15

） S. 77

も
、
考
慮
ⅰ
と
ⅱ
は
債
務
者
保
護
に
照
準
を
合
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
（
こ
れ
ら
の
み
か
ら
は
徹
底

し
た
債
務
者
保
護
が
要
請
さ
れ
る
）
の
に
対
し
、
考
慮
ⅲ
は
両
義
的am

biguous

で
あ
る
と
し
、
強
力
な
効
果
を
持
ち
過
ぎ
る
法
制
度
は
、
一
方
に
与
え
ら
れ
る
利
益

　
（
一
九
〇
五
）
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を
他
方
か
ら
奪
い
と
る
（
さ
ら
に
い
え
ば
、
実
際
的
な
意
義
が
認
め
ら
れ
な
い
権
利
を
付
与
す
る
）
と
い
う
全
く
一
貫
し
な
い
こ
と
と
な
る
し
、
む
し
ろ
性
急
な
債

権
行
使
や
不
要
な
訴
訟
を
助
長
す
る
な
ど
し
て
、
公
共
の
利
益
に
反
す
る
結
果
に
な
る
と
す
る
。

（
43
）　

C
om

p S. 77; 

な
お
、
債
権
を
行
使
す
る
公
平
な
機
会
さ
え
確
保
さ
れ
れ
ば
、
債
務
者
が
時
効
制
度
の
利
益
を
享
受
す
る
こ
と
が
本
当
に
正
当
化
で
き
る
の
か
と
い

う
点
は
、
議
論
の
余
地
が
あ
る
だ
ろ
う
。
す
で
に
、
信
頼
保
護
に
対
す
る
民
法
の
立
場
と
整
合
し
な
い
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
問
題
で
あ
り
、
時
効
に
お
け
る

債
務
者
善
意
要
件
の
復
活
を
考
え
る
必
要
は
な
い
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、good faith C

ase 22

（
44
）　

Z
im

m
erm

ann （F
n. 15

） S. 76 f.

（
45
）　

V
gl. P

E
C

L
 A

rt. 14: 201 n.2.

（
46
）　

V
gl. P

E
C

L
 A

rt. 14: 201 cm
t. A

; Z
im

m
erm

ann （F
n. 15

） S. 79-81. 

ド
イ
ツ
の
瑕
疵
担
保
責
任
の
期
間
制
限
を
め
ぐ
り
、
損
害
概
念
の
解
釈
操
作
を
用
い
た
複

雑
な
議
論
が
生
じ
て
き
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（Z
im

m
erm

ann （F
n. 14

）133 ff.

）。

（
47
）　

V
gl. P

E
C

L
 A

rt. 14: 201 cm
t. A

; Z
im

m
erm

ann （F
n. 15

） S. 81-85.

（
48
）　

も
っ
と
も
、
最
後
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
発
的
・
潜
在
的
損
害
に
つ
い
て
の
賠
償
請
求
や
子
ど
も
に
対
す
る
性
的
虐
待
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
、
比
較
的
一
般

的
な
問
題
と
し
て
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
賠
償
請
求
な
ど
に
関
し
て
は
、
債
務
者
の
直
面
す
る
状
況
は
同
一
と
は
い
え
、
債
権
者
側
の
事
情
（
債
権
が
保
障
し
よ
う

と
す
る
価
値
）
は
他
の
場
合
と
大
き
く
異
な
る
場
合
が
あ
り
う
る
。
こ
の
種
の
問
題
が
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
後
述

Ⅲ
3
⑴
を
参
照
。

Ⅲ　

具
体
的
準
則
の
構
造

　

以
下
で
は
、
主
観
的
シ
ス
テ
ム
の
も
と
に
体
系
化
さ
れ
た
具
体
的
準
則
の
構
造
を
整
理
す
る
。
も
っ
と
も
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
そ
の
も
の
が
法
比

較
分
析
の
成
果
で
あ
り
、
準
則
の
整
理
・
配
列
に
お
い
て
体
系
性
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
て
、
各
条
項
に
詳
細
な
コ
メ
ン
ト
お
よ
び
ノ
ー
ト

も
付
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
個
々
の
規
定
の
趣
旨
を
繰
り
返
し
確
認
す
る
こ
と
は
本
稿
の
目
的
と
な
り
得
な
い
。
こ
こ
で
は
、
Ⅱ
で

確
認
し
た
枠
組
み
を
直
接
表
明
す
る
準
則
（
Ⅲ
1
）
と
、
さ
ら
な
る
考
慮
を
付
加
し
て
導
か
れ
る
準
則
の
区
別
を
意
識
し
た
整
理
を
試
み
、

　
（
一
九
〇
六
）
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Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
時
効
制
度
の
制
度
的
特
徴
を
確
認
し
て
み
た
い
。
後
者
に
関
し
て
は
と
く
に
、中
断
事
由
と
停
止
事
由
の
再
編
（
Ⅲ
2
。
こ
れ
は
、

現
行
ド
イ
ツ
消
滅
時
効
法
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
）、
特
別
な
考
慮
を
要
す
る
一
定
の
債
権
に
関
す
る
準
則
（
Ⅲ
3
）、
そ
し
て
、

時
効
に
関
す
る
合
意
の
許
否
の
問
題
（
Ⅲ
4
）
に
分
け
て
整
理
す
る
。

1　

主
観
的
シ
ス
テ
ム
を
直
接
表
明
す
る
準
則

　

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
で
は
、
時
効
制
度
の
正
当
化
根
拠
は
、
一
定
期
間
の
経
過
に
よ
り
債
権
者
債
務
者
間
に
生
じ
る
法
的
不
安
定
を
両
当
事
者
の
利

益
の
均
衡
が
確
保
さ
れ
る
限
度
で
取
り
除
く
、
と
い
う
点
に
あ
る
（
Ⅱ
2
）。
そ
こ
か
ら
、
多
く
の
諸
国
に
み
ら
れ
る
立
法
形
式
＝
細
分
的

制
度
を
拒
絶
し
て
統
一
的
な
主
観
的
シ
ス
テ
ム
を
採
用
す
る
べ
き
こ
と
が
導
か
れ
る
（
Ⅱ
3
お
よ
び
4
）。
そ
し
て
、
こ
の
点
を
直
接
表
明

す
る
準
則
に
よ
っ
て
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
時
効
制
度
全
体
の
一
貫
性
・
整
合
性
が
決
定
付
け
ら
れ
て
い
る（

49
）。

⑴　

一
般
的
時
効
期
間
お
よ
び
起
算
点

　

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
は
、
適
用
範
囲
に
あ
る
債
権
一
般
に
つ
き
�
年
と
い
う
短
期
の
時
効
期
間
を
規
定
す
る
（
一
四
：
�
〇
一
条
）。
こ
の
よ
う
な

短
期
間
を
《
一
般
的
》
時
効
期
間
と
す
る
の
は
、
時
効
制
度
の
正
当
化
根
拠
に
照
ら
し
、
統
一
化
に
よ
る
制
度
の
明
快
さ
が
要
請
さ
れ
る
か

ら
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
《
短
期
化
》
に
関
し
て
は
、
制
度
の
正
当
化
根
拠
の
う
ち
債
務
者
保
護
の
側
面
に
照
ら
し
、
ロ
ー
マ
法
以
来
の
比
較

的
長
期
の
時
効
期
間
を
短
縮
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
確
認
し
た
。
こ
の
う
ち
後
者
に
つ
い
て
、
実
際
に
も
、

長
期
（
�
〇
～
�
〇
年
）
の
原
則
的
時
効
期
間
を
規
定
す
る
法
制
に
お
い
て
も
、
各
種
債
権
に
つ
い
て
例
外
的
な
短
期
時
効
期
間
が
多
数
規

定
さ
れ
、
実
際
の
適
用
領
域
の
大
部
分
は
こ
れ
ら
特
則
（
短
い
も
の
は
六
ヵ
月
、
お
よ
そ
�
～
六
年
の
範
囲
内
）
に
支
配
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

50
）。

も
っ
と
も
、
な
ぜ
�
年
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度
恣
意
的
な
選
択
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い（

51
）。

こ
こ
で
は
、

　
（
一
九
〇
七
）
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前
記
の
国
際
的
傾
向
に
加
え
、
製
造
物
責
任
指
令
一
〇
条
一
項（

52
）の

参
照
の
も
と
、
�
年
と
い
う
期
間
が
選
択
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
（
鑑
定
意

見
で
は
�
年
が
提
案
さ
れ
て
い
た
）。

　

時
効
期
間
の
長
さ
に
込
め
ら
れ
る
法
的
価
値
判
断
は
、
当
然
な
が
ら
、
起
算
点
を
い
つ
に
定
め
る
か
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
う
る
。
日

本
で
も
、
時
効
を
め
ぐ
る
紛
争
に
お
い
て
起
算
点
論
が
一
大
争
点
を
形
成
し
て
き
た
こ
と
は
そ
の
証
左
で
あ
る（

53
）。

と
り
わ
け
、
債
務
者
保
護

の
観
点
か
ら
比
較
的
短
期
の
期
間
を
選
択
す
る
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
で
は
、他
方
に
対
立
す
る
債
権
者
利
益
と
の
調
整
（
認
識
可
能
性
基
準
の
具
体
化
）

が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
は
、
こ
の
問
題
を
起
算
点
で
は
扱
わ
ず
に
、
時
効
期
間
は
﹁
債
務
者
が
履
行
を
実
現
す
る
べ
き
時
﹂

か
ら
進
行
を
開
始
す
る
と
し
て
い
る
（
一
四
：
�
〇
�
条
一
項
。
念
の
た
め
に
補
足
す
る
と
、
日
本
で
多
分
に
解
釈
の
余
地
を
生
じ
さ
せ
て

い
る
﹁
権
利
を
行
使
で
き
る
時
﹂
よ
り
も
厳
格
に
、
履
行
期
の
こ
と
で
あ
る（

54
））。

⑵　

債
権
者
が
認
識
を
欠
く
場
合
に
お
け
る
進
行
停
止
（
一
四
：
三
〇
一
条
）

　

こ
の
よ
う
に
、
�
年
の
期
間
を
履
行
期
か
ら
起
算
し
、《
債
務
者
保
護
》
を
徹
底
す
る
準
則
の
背
後
に
は
、
次
の
よ
う
な
考
慮
が
あ
る
。

　

第
一
に
、
債
権
者
債
務
者
間
に
生
じ
る
法
的
不
安
定
は
、
一
定
期
間
の
経
過
に
よ
る
曖
昧
化
作
用
な
い
し
債
務
者
に
お
け
る
信
頼
形
成
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
不
安
定
は
、
最
終
的
に
は
債
権
者
利
益
と
の
均
衡
の
う
え
に
で
な
け
れ
ば
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
第
一

次
的
に
は
、
請
求
を
受
け
る
か
も
し
れ
な
い
状
態
が
一
定
期
間
継
続
し
た
と
い
う
事
実
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
逆
に
い
う
と
、
債
権
者

が
み
ず
か
ら
の
債
権
を
認
識
し
て
い
た
と
し
て
も
、
い
ま
だ
履
行
期
に
な
け
れ
ば
、
そ
の
認
識
時
点
か
ら
法
的
不
安
定
が
形
成
さ
れ
始
め
る

と
は
い
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
債
権
者
の
認
識
有
無
は
、
時
効
期
間
の
起
算
に
関
連
付
け
ら
れ
る
べ
き
必
然
性
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

第
�
に
、
そ
う
考
え
る
と
、
認
識
可
能
性
基
準
は
、
時
効
期
間
の
起
算
に
で
は
な
く
、
時
効
期
間
の
進
行
に
影
響
を
与
え
る
事
由
の
一
種
と

し
て
、
同
じ
く
債
権
行
使
機
会
の
保
障
を
根
拠
と
す
る
不
可
抗
力
そ
の
他
の
進
行
障
害
事
由
と
同
一
に
取
り
扱
う
こ
と
が
体
系
上
整
合
的
で

　
（
一
九
〇
八
）
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あ
る
。
第
�
に
、
仮
に
認
識
可
能
性
基
準
を
起
算
点
に
関
連
付
け
た
場
合
に
は
、
実
際
の
訴
訟
で
は
、
時
効
の
完
成
を
立
証
す
る
べ
き
債
務

者
が
債
権
者
の
認
識
に
つ
い
て
も
立
証
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
瑕
疵
の
あ
る
履
行
に
基
づ
く
請
求
や
人
身
損
害
に
基
づ

く
損
害
賠
償
な
ど
の
場
合
に
は
と
く
に
、
債
権
者
の
領
域
に
属
す
る
事
柄
に
つ
い
て
困
難
な
立
証
を
要
求
す
る
こ
と
と
な
る
。
履
行
期
後
の

一
定
期
間
の
経
過
に
よ
る
法
的
不
安
定
除
去
が
債
務
者
保
護
の
観
点
か
ら
要
請
さ
れ
る
の
な
ら
ば
、
債
務
者
と
し
て
は
履
行
期
の
到
来
と
そ

こ
か
ら
一
定
期
間
の
経
過
を
立
証
す
れ
ば
足
り
、
債
権
者
利
益
の
観
点
か
ら
そ
の
評
価
を
覆
す
事
情
（
み
ず
か
ら
の
債
権
に
つ
い
て
知
り
得

な
か
っ
た
こ
と
）
に
つ
い
て
は
債
権
者
に
立
証
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る―

債
権
者
は
み
ず
か
ら
の
債
権
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
の
が
通
常

で
、
そ
れ
を
知
り
得
な
い
の
は
例
外
的
状
況
で
あ
る
と
す
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る（

55
）。

以
上
の
考
慮
か
ら
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
は
、
債
務
者
が
誰
で
あ
る

か
、
お
よ
び
債
権
の
発
生
原
因
と
な
る
事
実
に
つ
い
て
﹁
債
権
者
が
⋮
⋮
知
ら
ず
、
ま
た
は
合
理
的
に
み
て
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
間
﹂
は
、

時
効
期
間
の
進
行
が
停
止
す
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

と
の
準
則
を
置
き
（
一
四
：
�
〇
一
条
）、
認
識
可
能
性
基
準
を
進
行
停
止
事
由
に
お
い
て
具
体
化
し
て
い

る
。

　

な
お
、
起
算
点
と
進
行
障
害
事
由
の
い
ず
れ
に
関
連
付
け
る
の
か
に
か
か
わ
ら
ず
認
識
可
能
性
基
準
を
採
用
す
る
こ
と
じ
た
い
に
起
因
す

る
不
確
実
性
へ
の
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
の
態
度
決
定
は
、
Ⅱ
4
で
確
認
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
規
定
上
も
、
具
体
的
債
権
者
の
認
識
欠
如

で
は
な
く
、《
認
識
欠
如
の
合
理
性
》
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
実
際
に
適
用
す
る
際
に
、
ど
の
程
度
の
認
識
が
あ
れ
ば
時
効
期

間
の
進
行
に
影
響
を
与
え
な
い
と
判
断
さ
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
に
基
準
は
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。

⑶　

上
限
期
間

　

一
方
で
比
較
的
短
期
の
時
効
期
間
を
客
観
的
時
点
（
履
行
期
）
か
ら
進
行
さ
せ
、
他
方
で
認
識
可
能
性
基
準
に
基
づ
く
進
行
障
害
事
由
と

い
う
か
た
ち
で
債
権
行
使
機
会
を
保
障
す
る
場
合
に
は
、
い
つ
ま
で
も
時
効
期
間
が
徒
過
し
な
い
事
態
が
生
じ
う
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
時

　
（
一
九
〇
九
）
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効
制
度
本
来
の
正
当
化
根
拠
に
適
合
し
な
い
た
め
、
こ
の
よ
う
な
事
態
へ
の
歯
止
め
と
し
て
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
が
用
意
す
る
の
が
﹁
時
効
期
間
は
一

〇
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
﹂
と
の
上
限
期
間long stop

の
準
則
で
あ
る
（
一
四
：
�
〇
七
条
）。

　

比
較
法
的
に
は
、
客
観
的
シ
ス
テ
ム
基
づ
く
長
期
時
効
が
そ
の
よ
う
な
機
能
を
有
し
、
上
限
期
間
制
度
は
国
際
的
に
も
支
持
さ
れ
う
る
と

指
摘
さ
れ
て
い
る（

56
）。

も
っ
と
も
、
一
四
：
�
〇
七
条
は
時
効
期
間
で
は
な
く
時
効
期
間
の
上
限
を
定
め
る
規
定
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
期
間
が

進
行
障
害
事
由
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
な
い（

57
）（

し
た
が
っ
て
、
機
能
的
に
は
除
斥
期
間
に
近
い
）。
し
か
し
な
が
ら
、
注
意
を
要
す
る
と
お

も
わ
れ
る
の
は
、
上
限
期
間
が
、
あ
く
ま
で
も
債
権
者
債
務
者
間
の
利
益
の
均
衡
点
と
し
て―

認
識
可
能
性
基
準
に
よ
る
債
権
者
利
益
へ

の
偏
り
を
再
度
調
整
す
る
目
的
で―

要
請
さ
れ
て
い
る（

58
）こ

と
で
あ
る
（
そ
の
意
味
で
、
伝
統
的
な
除
斥
期
間
の
理
解
と
は
異
な
る
）。
こ

の
こ
と
は
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
賠
償
請
求
権
に
つ
き
上
限
期
間
の
特
則
を
設
け
る
べ
き
か
否
か
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
、
そ

こ
で
再
度
触
れ
る
こ
と
に
し
た
い
（
後
述
Ⅲ
3
⑴
）。

　

な
お
、
上
限
期
間
が
、
�
年
の
時
効
期
間
と
は
別
に
進
行
す
る
期
間
と
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
統
一
化
に
よ
る
明
快
さ
の
要
請
に
よ
る
も

の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
規
律
方
法
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
時
効
期
間
の
起
算
点
を
客
観
的
時
点
（
履
行
期
）
と
し
た
こ
と
の
派
生
的

メ
リ
ッ
ト
で
あ
る（

59
）。

ま
た
、
原
則
的
な
上
限
期
間
が
一
〇
年
で
あ
る
理
由
は
、
時
効
期
間
の
際
と
同
じ
く
、
国
際
的
な
短
期
化
傾
向
と
製
造

物
責
任
指
令
一
一
条（

60
）の

規
定
が
参
照
さ
れ
た
結
果
と
さ
れ
て
い
る（

61
）。

2　

時
効
期
間
の
伸
長
お
よ
び
更
新

⑴　

総　

説

　

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
時
効
制
度
の
骨
格core regim

e

は
Ⅲ
1
で
み
た
四
ヵ
条
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
残
る
準
則
は
、
こ
の
骨
格
へ
の
肉
付
け
、
な

い
し
は
個
別
に
例
外
的
な
扱
い
を
要
す
る
場
面
に
関
す
る
準
則
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
以
下
、
債
権
者
の
認
識
欠
如
以
外
の
時
効
期
間
の

　
（
一
九
一
〇
）
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進
行
障
害
に
関
す
る
準
則
の
概
要
を
整
理
し
て
み
よ
う
。

　

時
効
期
間
の
進
行
障
害
に
つ
い
て
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
は
、《
進
行
停
止suspension

》、《
満
了
延
期postponem

ent

》、《
更
新renew

al

》
と
い

う
�
種
の
制
度
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
大
陸
法
系
の
法
制
度
に
お
い
て
時
効
停
止
・
時
効
中
断
の
制
度
と
し
て
認
め
ら
れ
て
き
た
も

の
を
、
各
事
由
が
時
効
期
間
に
及
ぼ
す
べ
き
影
響
を
考
慮
し
た
う
え
で
体
系
的
に
整
理
し
な
お
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
右
�
種
の
制
度
は
、

そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
効
果
を
有
す
る
。

ⅰ
．
進
行
停
止
⋮
⋮
進
行
停
止
事
由
が
存
続
し
て
い
る
あ
い
だ
時
効
期
間
の
進
行
が
停
止
し
、
当
該
事
由
が
止
ん
だ
時
か
ら
残
り
の
期

間
が
進
行
す
る
。

ⅱ
．
満
了
延
期
⋮
⋮
満
了
延
期
事
由
が
存
続
し
て
い
る
あ
い
だ
も
時
効
期
間
は
進
行
す
る
が
、
時
効
期
間
満
了
前
一
年
以
内
に
当
該
事

由
が
な
お
存
続
し
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
事
由
が
止
ん
だ
時
か
ら
一
年
が
経
過
し
た
時
点
で
時
効
期
間
が
満
了

す
る
。

ⅲ
．
更　
　

新
⋮
⋮
更
新
事
由
が
生
じ
た
時
点
か
ら
、
新
た
な
時
効
期
間
が
進
行
を
開
始
す
る
。

⑵　

具
体
的
準
則

　

①　

進
行
停
止

　

規
定
上
は
、
す
で
に
み
た
債
権
者
の
認
識
欠
如
（
一
四
：
�
〇
一
条
）
の
ほ
か
、
裁
判
そ
の
他
の
手
続
き
の
開
始
（
一
四
：
�
〇
�
条
）、

債
権
者
の
支
配
を
超
え
た
障
害（

62
）が

あ
る
場
合
（
一
四
：
�
〇
�
条
）
が
規
定
さ
れ
て
い
る―

た
だ
し
、
裁
判
手
続
き
に
つ
い
て
は
別
段
の

考
慮
に
基
づ
く
（
本
稿
Ⅲ
3
⑵
）。
裁
判
手
続
き
を
除
く
�
つ
の
事
由
は
、《
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
に
対
し
て
時
効
は
進
行
し
な
い

　
（
一
九
一
一
）
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a
gere n

on
 va

len
ti n

on
 cu

rrit p
ra

escrip
tio

》
と
い
う
原
則
に
基
づ
く
も
の
と
さ
れ
、
短
期
の
一
般
的
時
効
期
間
に
よ
る
債
務
者
保

護
と
の
関
係
に
お
い
て
債
権
者
の
利
益
（
債
権
行
使
機
会
）
の
保
障
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る（

63
）。

　

も
っ
と
も
、
み
ず
か
ら
の
債
権
に
つ
い
て
認
識
を
欠
く
債
権
者
と
、
認
識
は
し
て
い
る
が
障
害
に
よ
り
事
実
上
債
権
を
行
使
で
き
な
い
債

権
者
と
の
間
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
停
止
事
由
が
止
ん
だ
時
点
以
降
ど
れ
だ
け
の
期
間
を
保
障
す
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
異
な
る
評
価
が
下
さ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
支
配
を
超
え
る
障
害
に
よ
っ
て
債
権
行
使
が
で
き
な
い
場
合
に
時
効
期
間
が
進
行
を
停
止
す
る
の
は
、
時
効
期
間
満
了

前
六
ヵ
月
内
に
発
生
し
た
障
害
が
継
続
す
る
間
に
限
ら
れ
て
い
る
（
一
四
：
�
〇
�
条
�
項
）。
そ
の
結
果
、
あ
た
か
も
最
長
六
ヵ
月
の
猶

予
期
間
が
与
え
ら
れ
る
満
了
延
期
に
も
似
た
内
容
と
な
っ
て
い
る―

し
か
し
満
了
延
期
事
由
と
は
さ
れ
な
か
っ
た（

64
）。

　

②　

満
了
延
期

　

日
本
で
い
う
﹁
時
効
の
停
止
﹂（
民
法
一
五
八―

一
六
一
条
）
に
似
る
制
度
で
あ
る
が
、
�
つ
の
事
由
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、

全
て
が
同
一
の
根
拠
に
基
づ
く
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
内
容
と
趣
旨
を
掲
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

ⅰ
．
債
権
者
債
務
者
間
で
交
渉
が
お
こ
な
わ
れ
る
場
合
⋮
⋮
交
渉
終
了
時
か
ら
一
年
の
満
了
延
期
／
（
趣
旨
）
交
渉
の
促
進
。

ⅱ
．
無
能
力
者
に
代
理
人
が
な
い
場
合
⋮
⋮
無
能
力
で
な
く
な
る
か
代
理
人
が
付
さ
れ
た
時
か
ら
一
年
、
代
理
人
と
の
間
の
債
権
関
係

に
つ
い
て
は
無
能
力
で
な
く
な
る
か
新
た
な
代
理
人
が
選
任
さ
れ
て
か
ら
一
年
の
満
了
延
期
。
無
能
力
者
が
債
務
者
で
あ
る
場
合

に
も
適
用
あ
り
／
（
趣
旨
）
訴
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
者
に
対
し
て
時
効
は
進
行
し
な
い
。

ⅲ
．
相
続
の
場
合
⋮
⋮
相
続
人
ま
た
は
相
続
財
産
の
代
理
人
に
よ
る
債
権
行
使
が
可
能
に
な
っ
た
時
か
ら
一
年
の
満
了
延
期
。
相
続
債

務
に
つ
い
て
も
適
用
あ
り
／
（
趣
旨
）
訴
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
者
に
対
し
て
時
効
は
進
行
し
な
い
。 　

（
一
九
一
二
）
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交
渉
以
外
の
�
つ
の
事
由
は
、
時
効
期
間
の
進
行
停
止
（
債
権
者
の
認
識
欠
如
、
お
よ
び
債
権
者
の
支
配
を
超
え
る
障
害
）
と
同
様
の
趣

旨
に
出
る
も
の
と
さ
れ
る（

65
）。

し
か
し
、
無
能
力
で
あ
る
か
ま
た
は
代
理
人
が
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
期
間
、
ま
た
は
相
続
財
産
に
つ
い
て
債

権
を
行
使
し
債
務
を
履
行
す
べ
き
者
が
い
な
か
っ
た
期
間
全
部
に
つ
い
て
時
効
期
間
の
進
行
を
停
止
さ
せ
、
履
行
期
後
�
年
の
期
間
に
こ
れ

を
加
算
す
る
こ
と
は
、
行
き
過
ぎ
で
あ
る
と
い
う
の
が
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
の
立
場
で
あ
る
（
し
か
し
、
比
較
法
的
に
は
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
立
場

が
多
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

66
））。

特
筆
さ
れ
る
べ
き
な
の
は
、
こ
れ
ら
準
則
を
正
当
化
す
る
文
脈
で
の
次
の
考
慮
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、﹁
債

権
者
が
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
、
そ
の
債
務
者
は
、
最
も
短
く
て
も
、
債
権
者
が
成
年
に
達
し
て
か
ら
さ
ら
に
�
年
が
経
過
す
る
ま
で
は

債
権
を
行
使
さ
れ
う
る
状
態
に
置
か
れ
る
と
す
れ
ば
、
取
引
の
安
全
が
あ
ま
り
に
重
大
な
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
均
衡
を
失
す

る
。
取
引
安
全
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
第
�
者
の
利
益
に
対
し
て
未
成
年
者
の
利
益
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い（

67
）﹂。

こ
こ
に
は
、
時

効
期
間
の
進
行
に
影
響
を
与
え
る
制
度
（
一
四
：
�
〇
一
、
�
〇
�
、
�
〇
五
、
�
〇
六
条
）
が
、
債
務
者
保
護
に
対
立
す
る
債
権
者
利
益

の
保
障
と
い
う
共
通
の
観
点
に
出
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う（

68
）。

そ
し
て
、
進
行
停
止
か
満
了
延
期
か
の
技

術
的
選
択
の
背
後
に
は
、
一
貫
し
て
、
債
務
者
保
護
を
表
明
す
る
短
期
時
効
期
間
の
進
行
に
対
し
ど
の
程
度
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
、
債

権
者
利
益
の
保
障
と
し
て
合
理
的
か
と
い
う
視
点
が
存
在
し
て
い
る
よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。

　

な
お
以
上
に
対
し
、
交
渉
の
場
合
の
満
了
延
期
は
、
法
政
策
上
望
ま
し
い
当
事
者
間
の
交
渉
を
促
進
す
る
た
め
、
交
渉
決
裂
後
の
時
効
主

張
を
認
め
な
い
趣
旨
に
出
る
も
の
で
あ
り
、
信
義
則
か
ら
派
生
す
る
準
則
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る（

69
）。

し
た
が
っ
て
、
他
の
進
行
停
止
・
満
了

延
期
事
由
と
は
異
な
る
趣
旨
に
出
る
も
の
で
あ
り
、
交
渉
決
裂
後
に
債
権
者
が
権
利
行
使
を
す
る
や
否
や
を
決
断
す
る
の
に
必
要
十
分
な
期

間
と
し
て
、
一
年
の
満
了
延
期
と
す
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

③　

更
新

　

以
上
の
よ
う
に
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
の
進
行
停
止
・
満
了
延
期
制
度
は
、
債
権
者
債
務
者
間
の
利
益
衡
量
判
断
が
柔
軟
に
反
映
さ
れ
た
も
の
と
な

　
（
一
九
一
三
）
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っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
更
新
（
中
断
）
の
制
度
は
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
時
点
で
時
効
制
度
に
根
本
か
ら
干
渉
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

時
効
制
度
に
よ
る
債
務
者
保
護
が
不
要
と
評
価
し
う
る
事
由
に
し
か
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
債
務
者
に
よ
る
承
認

（
一
四
：
四
〇
一
条
）
と
、
債
務
名
義
に
基
づ
く
強
制
執
行
の
申
立
て
（
一
四
：
四
〇
�
条
）
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、
債
務
者

が
債
務
を
承
認
す
る
場
合
に
は
、
債
権
不
行
使
に
対
す
る
債
務
者
の
信
頼
保
護
と
い
う
正
当
化
根
拠
が
も
は
や
存
在
し
な
い
う
え
に
、
弁
済

の
事
実
の
立
証
困
難
を
も
た
ら
す
債
権
関
係
の
不
明
確
性
も
大
き
く
減
少
す
る
か
ら
で
あ
る（

70
）。

こ
の
�
つ
の
事
由
が
更
新
の
効
果
を
有
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
比
較
法
的
に
も
広
く
支
持
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、
日
本
も
同
様
で
あ
る
（
民
法
一
四
七
条
）。

　

逆
に
い
え
ば
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
で
は
、
こ
れ
ら
以
外
の
事
由
に
更
新
の
効
果
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。
比
較
法
上
の
傾
向
に
反
し

て
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
が
更
新
事
由
と
認
め
な
い
（
進
行
停
止
事
由
と
す
る
）
の
は
、
訴
え
の
提
起
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
関
し
て
は
、
訴
え
提
起

0

0

0

0

の
時
点
で

0

0

0

0

更
新
の
効
果
を
付
与
す
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
り
、
裁
判
手
続
き
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
債
権
に
つ
い
て
時
効

期
間
を
一
〇
年
と
し
、
か
つ
、
そ
の
起
算
点
を
既
判
力
が
生
じ
た
時
と
す
る
準
則
が
別
途
用
意
さ
れ
て
お
り
、
実
際
上
は
更
新
の
効
果
が
付

与
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
手
続
き
と
の
関
連
で
時
効
制
度
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
関
連
規
定

を
合
わ
せ
て
眺
め
る
必
要
が
あ
る
（
後
述
�
3
⑵
）。

3　

一
定
の
債
権
に
対
す
る
特
別
な
考
慮

　

法
的
安
定
性
と
予
測
可
能
性
の
観
点
か
ら
、
債
権
一
般
を
通
じ
統
一
的
な
時
効
制
度
を
指
向
す
る
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
に
お
い
て
も
、
以
下
の
も
の

に
つ
い
て
は
、
例
外
的
な
準
則
が
置
か
れ
、
あ
る
い
は
さ
ら
な
る
検
討
を
必
要
と
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　
（
一
九
一
四
）
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⑴　

損
害
賠
償
請
求
権
の
時
効

　

損
害
賠
償
請
求
権
で
あ
る
が
ゆ
え
の
特
則
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
は
、
①
起
算
点
（
一
四
：
�
〇
�
条
一
項
）、
②
債
権
者
が
認
識
を
欠

く
場
合
に
お
け
る
進
行
停
止
（
一
四
：
�
〇
一
条
ｂ
号
）、
③
上
限
期
間
（
一
四
：
�
〇
七
条
本
文
）
で
あ
る
。
具
体
的
修
正
点
を
さ
き
に

確
認
し
て
お
く
と
、
起
算
点
に
関
し
て
《
履
行
期
》
が
《
加
害
行
為
時
》
に
修
正
さ
れ
、
認
識
が
欠
如
し
た
場
合
に
進
行
が
停
止
す
る
事
実

に
《
損
害
の
種
類
》
が
追
加
さ
れ
、
そ
し
て
上
限
期
間
に
関
し
て
、
人
身
損
害
に
関
す
る
債
権
に
つ
き
�
〇
年
の
期
間
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
①
は
、
②
③
と
比
較
す
れ
ば
、
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
特
に
生
じ
う
る
問
題
を
回
避
す
る
方
向
で
の
修
正
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
比
較
法
的
に
み
て
、
損
害
賠
償
請
求
権
の
要
件
と
し
て
損
害
の
発
生
を
要
求
す
る
法
制
度
が
多
い
と
こ
ろ
、
と
く
に
潜
在
的
・
後
発

的
損
害
が
問
題
と
な
る
場
合
に
は
、
損
害
賠
償
請
求
権
が
い
つ
発
生
し
て
時
効
期
間
が
進
行
を
開
始
す
る
の
か
に
つ
い
て
解
釈
上
の
疑
義
が

生
じ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
こ
で
、
起
算
点
を
加
害
行
為
時
に
固
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
問
題
を
回
避
す
る
も
の
で
あ
る（

71
）。

　

こ
れ
に
対
し
、
②
お
よ
び
③
は
、
損
害
賠
償
請
求
権
に
特
有
の
問
題
へ
の
対
処
と
し
て
、
債
権
者
＝
被
害
者
保
護
に
向
け
ら
れ
た
例
外
的

扱
い
の
必
要
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
②
に
関
し
て
加
え
ら
れ
て
い
る
考
慮
は
、
基
本
的
に
は
Ⅲ
1
⑵
で
確
認
し
た
と
こ
ろ
と
変

わ
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
時
効
期
間
と
起
算
点
に
つ
い
て
は
債
務
者
＝
加
害
者
保
護
の
観
点
か
ら
客
観
的
に
定
め
た
う
え
で
、
債
権
者
＝
被

害
者
の
利
益
と
の
調
整
は
認
識
欠
如
に
よ
る
進
行
停
止
に
よ
っ
て
図
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
損
害
賠
償
請
求
権
特
有
の
問
題
を
反

映
し
て
、
潜
在
的
・
後
発
的
・
累
積
的
被
害
が
問
題
と
な
る
場
合
を
念
頭
に
、
被
害
者
に
お
い
て
み
ず
か
ら
が
被
っ
た
損
害
の
意
義
を
認
識

す
る
こ
と
ま
で
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る―

規
定
上
は
種
類type
と
あ
る
が
、
ひ
ろ
く
発
生
・
拡
大
・
累
積
を
含
む
趣
旨
と
さ
れ
て

い
る（

72
）。

ま
た
比
較
法
的
に
み
て
も
、
こ
の
種
の
問
題
が
起
算
点
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
る
の
は
、
認
識
可
能
性
基
準
＝
債
権
者
利
益
と

の
均
衡
が
広
く
意
識
さ
れ
て
い
る
証
左
で
あ
る（

73
）。

し
か
し
そ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
は
、
損
害
賠
償
請
求
権
に
の
み
存
在
す
る

特
殊
な
問
題
が
あ
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
な
る―

債
権
行
使
を
期
待
し
う
る
時
期
が
遅
れ
て
生
じ
る
点
に
特
徴
が
あ
る
に
過
ぎ

　
（
一
九
一
五
）
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な
い
。

　

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
の
体
系
に
よ
り
実
質
的
な
問
題
を
投
げ
か
け
る
の
は
、
上
限
期
間
に
関
す
る
特
則
（
③
）
で
あ
る
。
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
は
、
当

初
、
人
身
損
害
に
つ
い
て
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
区
別
す
る
こ
と
な
く
、
一
五
年
な
い
し
一
�
年
（
一
般
的
時
効
期
間
の
五
倍
な
い
し
四
倍
）

の
上
限
期
間
を
統
一
的
に
採
用
す
る
べ
き
こ
と
を
提
案
し
て
い
た（

74
）。

そ
こ
で
挙
げ
ら
れ
た
理
由
は
、
よ
り
長
期
の
上
限
期
間
が
望
ま
し
い
と

し
て
も
�
〇
年
で
さ
え
十
分
と
は
い
え
な
い
こ
と
、
同
一
の
事
件
で
人
身
損
害
と
物
的
損
害
が
共
に
生
じ
た
場
合
に
一
方
の
損
害
賠
償
請
求

権
の
み
が
未
だ
上
限
期
間
を
徒
過
し
て
い
な
い
と
い
う
状
況
は
納
得
し
難
い
こ
と
、
債
務
者
保
護
の
要
請
は
ど
の
よ
う
な
損
害
で
あ
れ
変
わ

る
も
の
で
は
な
く
、
被
害
者
救
済
に
目
を
奪
わ
れ
て
不
当
請
求
か
ら
債
務
者
を
保
護
す
る
と
い
う
側
面
を
軽
視
す
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
な

ど
で
あ
っ
た
。

　

た
し
か
に
、
人
身
損
害
事
例
に
お
い
て
争
い
の
多
い
事
例
（
子
ど
も
に
対
す
る
性
的
虐
待
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
、
医
療
過
誤
な
ど
）
で
は

潜
在
的
・
後
発
的
・
累
積
的
損
害
が
問
題
と
な
る
も
の
が
多
く
、
損
害
が
判
明
す
る
ま
で
に
一
〇
年
を
上
回
る
場
合
が
少
な
く
な
い
で
あ
ろ

う
こ
と
を
考
え
る
と
、
加
害
行
為
時
か
ら
一
〇
年
で
上
限
期
間
が
到
来
す
る
と
い
う
の
は
債
権
者
の
権
利
を
奪
う
に
等
し
い
。
こ
の
理
由
だ

け
で
も
、
よ
り
長
期
の
上
限
期
間
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
そ
う
で
あ
る（

75
）。

し
か
し
、
も
う
一
つ
実
質
的
理
由
と
し
て
、
人
身
損
害

は
他
の
財
産
的
損
害
に
比
べ
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
価
値
が
高
い
と
い
う
理
由
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る（

76
）。

こ
れ
は
、
債
権
の
種
類
（
発
生
原
因
）

ご
と
に
細
分
化
さ
れ
た
時
効
制
度
を
拒
絶
す
る
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
に
あ
っ
て
も
、
債
権
が
実
現
し
よ
う
と
す
る
利
益
の
性
質
に
よ
っ
て
、
異
な
る
価

値
判
断
が
必
要
に
な
る
可
能
性
を
示
し
て
い
る（

77
）。

⑵　

裁
判
手
続
き
と
時
効
制
度

　

次
に
、
債
権
の
種
類
に
即
し
た
例
外
的
扱
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
裁
判
手
続
き
が
関
係
す
る
局
面
に
つ
い
て
、
一
連
の
特
別
な
準

　
（
一
九
一
六
）
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則
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
適
用
が
想
定
さ
れ
る
時
間
的
順
序
に
従
っ
て
列
挙
す
れ
ば
、
一
四
：
�
〇
�
条
（
裁
判
ま
た
は
そ
の
他
の
手
続
き

に
お
け
る
時
効
期
間
の
進
行
停
止
）、
一
四
：
�
〇
七
条
た
だ
し
書
（
裁
判
手
続
係
属
中
の
上
限
期
間
不
算
入
）、
一
四
：
�
〇
�
条
（
裁
判

手
続
き
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
債
権
の
時
効
期
間
＝
一
〇
年
）、
一
四
：
�
〇
�
条
�
項
（
起
算
点
＝
既
判
力
発
生
時
）、
一
四
：
四
〇
�
条

（
強
制
執
行
の
申
立
て
が
さ
れ
た
場
合
の
更
新
）
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

す
で
に
時
効
期
間
の
更
新
の
箇
所
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
は
、
比
較
法
的
に
み
て
ひ
ろ
く
時
効
中
断
事
由
と
さ
れ
て
い
る
訴
え

の
提
起
を
進
行
停
止
事
由
へ
と
降
格
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
債
権
が
裁
判
手
続
き
に
係
属
し
た
場
合
に
そ
の
債
権
が
ど
の
よ
う
な
運

命
を
た
ど
る
の
か
と
い
う
観
点
で
眺
め
て
み
る
と
、
訴
え
提
起
に
よ
っ
て
進
行
を
停
止
し
た
時
効
期
間
は
、
当
該
手
続
継
続
中
は
上
限
期
間

に
達
す
る
こ
と
な
く
、
給
付
判
決
ま
た
は
確
認
判
決
の
確
定
に
よ
っ
て
事
実
上
更
新
さ
れ
て
、
そ
れ
以
降
は
一
〇
年
の
時
効
期
間
に
服
す
る

こ
と
と
な
っ
た
後
、
強
制
執
行
の
申
立
て
に
よ
っ
て
再
び
更
新
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
み
れ
ば
、
一
般
的
時
効
期
間
の
満

了
前
に
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
正
当
な
請
求
は
、
時
効
の
危
険
か
ら
ほ
ぼ
免
れ
る
。
こ
の
点
は
、
時
効
制
度
の
正
当
化
根
拠
を
法
的
不
安
定

の
除
去
に
求
め
る
立
場
か
ら
み
れ
ば
当
然
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
時
効
制
度
の
存
在
理
由
を
め
ぐ
る
議
論
の
こ
う
着
状
態
の
う
え
に
権
利
行

使
説
と
権
利
確
定
説
が
伝
統
的
に
対
立
し
て
き
た
日
本
法
の
観
点
か
ら
み
る
と
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
よ
う
に
お
も
わ
れ

る
。4　

合
意
に
よ
る
修
正

　

日
本
で
い
え
ば
、
時
効
利
益
の
事
前
放
棄
、
期
限
の
利
益
喪
失
約
款
や
履
行
期
猶
予
に
関
す
る
合
意
が
起
算
点
に
及
ぼ
す
影
響
と
い
っ
た

問
題
に
関
係
す
る
。
こ
の
問
題
は
、
時
効
制
度
の
根
拠
・
目
的
（
と
り
わ
け
公
序
性
）
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
か
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る

が
、
比
較
法
的
に
は
、
①
時
効
に
関
す
る
合
意
を
全
く
認
め
な
い
法
制
（
完
全
な
強
行
規
定
性
）、
②
時
効
の
完
成
を
容
易
に
す
る
合
意
は

　
（
一
九
一
七
）
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認
め
る
が
困
難
に
す
る
合
意
は
認
め
な
い
法
制
（
一
方
向
的
な
強
行
規
定
性
）、
③
合
意
に
よ
る
修
正
を
認
め
る
法
制
が
そ
れ
ぞ
れ
存
在
す

る
と
さ
れ
る（

78
）。

し
か
し
同
時
に
、
こ
の
こ
と
か
ら
直
ち
に
、
各
国
の
時
効
制
度
に
は
公
序
性
が
強
い
も
の
か
ら
弱
い
も
の
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
各
国
法
制
上
の
議
論
で
は
比
較
的
長
期
の
時
効
期
間
（
た
と
え
ば
�
〇
年
）
が
前
提
に
な

っ
て
お
り
、
一
方
向
的
な
強
行
規
定
性
を
有
す
る
法
制
で
は
と
く
に
、
公
序
性
を
有
す
る
が
ゆ
え
に
合
意
に
よ
る
修
正
を
許
さ
な
い
と
い
う

趣
旨
は
認
め
ら
れ
な
い
（
こ
れ
ら
の
国
々
で
は
、
そ
も
そ
も
�
〇
年
の
期
間
が
長
す
ぎ
る
こ
と
じ
た
い
問
題
視
さ
れ
て
い
る
！
）
か
ら
で
あ

る
。
ま
た
、
日
本
で
も
無
条
件
に
で
は
な
い
に
せ
よ
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
履
行
期
の
猶
予
に
よ
っ
て
事
実
上
時
効
を
困
難
に
す
る
合

意
を
否
定
し
な
い
こ
と
と
の
整
合
性
も
問
題
で
あ
り
、
こ
の
区
別
を
容
認
す
る
と
、
解
釈
上
の
疑
義
を
生
じ
る
要
因
と
な
り
う
る（

79
）。

こ
の
よ

う
な
考
慮
か
ら
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
は
、
原
則
と
し
て
、
当
事
者
の
私
的
自
治
に
よ
る
時
効
制
度
の
修
正
を
許
容
す
る
立
場
を
採
っ
て
い
る
。
Ｐ
Ｅ
Ｃ

Ｌ
の
時
効
制
度
理
解
か
ら
し
て
も
、
時
効
制
度
は
債
権
者
債
務
者
間
の
法
的
不
安
定
の
除
去
に
努
め
る
が
、
時
効
制
度
が
追
求
す
る
公
益
性

は
そ
の
限
り
で
あ
り
、
そ
の
法
的
不
安
定
を
よ
り
早
期
に
解
決
し
、
あ
る
い
は
法
的
不
安
定
が
生
じ
る
可
能
性
を
甘
受
す
る
こ
と
を
当
事
者

ら
が
表
明
す
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
そ
れ
を
否
定
す
る
理
由
は
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

も
っ
と
も
、
以
上
は
原
則
論
で
あ
り
、
全
く
無
条
件
に
合
意
が
許
容
さ
れ
る
も
の
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
ず
、
合
意
じ
た
い
の
効
力
が

認
め
ら
れ
る
か
否
か
と
い
う
観
点
で
の
制
約
が
あ
り
う
る
。
具
体
例
と
し
て
、
十
分
な
交
渉
を
経
て
い
な
い
合
意
や
不
公
正
契
約
条
項
に
該

当
す
る
と
評
価
さ
れ
る
合
意
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
審
査
が
必
要
と
さ
れ
る
。
も
う
一
つ
は
、
時
効
期
間
を
�
〇
年
よ
り
長
期
ま
た
は
一
年

未
満
と
す
る
合
意
は
許
さ
れ
な
い
（
一
四
：
六
〇
一
条
�
項
）。

（
49
）　

先
に
触
れ
た
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
法
律
委
員
会
の
提
案
で
も
、
時
効
制
度
を
支
え
る
政
策
的
考
慮
に
対
す
る
同
様
の
理
解
か
ら
、
基
本
的
制
度
と
し
て
、
原
則
的
期
間

�
年
、
上
限
期
間
一
五
年
（
人
身
損
害
に
つ
き
�
〇
年
）、
起
算
点
に
つ
き
原
則
的
期
間
は
合
理
的
に
み
て
原
告
が
み
ず
か
ら
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
こ
と
を
知
り
得

　
（
一
九
一
八
）
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た
時
か
ら
、
上
限
期
間
は
請
求
権
発
生
時
か
ら
起
算
と
い
う
、
以
下
本
文
で
み
る
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
の
準
則
と
酷
似
す
る
提
案
が
さ
れ
て
い
る
。

（
50
）　

V
gl. P

E
C

L
 A

rt. 14: 201 n.2.
（
51
）　

V
gl. P

E
C

L
 A

rt. 14: 201 cm
t. B

.

（
52
）　

加
盟
国
は
、
そ
の
立
法
に
お
い
て
、
本
指
令
に
規
定
さ
れ
た
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
手
続
き
に
は
�
年
の
時
効
期
間
が
適
用
さ
れ
る
旨
を
規
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
時
効
期
間
は
、
原
告
が
、
損
害
、
欠
陥
、
お
よ
び
製
造
者
が
誰
で
あ
る
か
を
認
識
し
た
日
、
ま
た
は
、
合
理
的
に
み
て
そ
れ
ら
の
こ
と
を
認
識
す
る

べ
き
で
あ
っ
た
日
か
ら
起
算
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
53
）　

金
山
直
樹
﹁
民
法
一
六
六
条
一
項
・
一
六
七
条
（
消
滅
時
効
）、
一
七
�
条
・
一
七
四
条
（
短
期
消
滅
時
効
）﹂
四
�
七
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
一
九
九
八
年
）
を
参
照
。

（
54
）　

V
gl. Z

im
m

erm
ann （F

n. 15

） S. 105 f.

（
55
）　

以
上
の
考
慮
全
般
に
つ
い
て
、V

gl. P
E

C
L

 A
rt. 14: 301 cm

t. D
; Z

im
m

erm
ann （F

n. 15

） S. 106 ff.

（
56
）　

V
gl. P

E
C

L
 A

rt. 14: 307 n.1; Z
im

m
erm

ann （F
n. 15

） S. 99 ff.

（
57
）　

V
gl. P

E
C

L
 A

rt. 14: 307 cm
t. A

.

（
58
）　

V
gl. Z

im
m

erm
ann （F

n. 15

） S. 99 ff.

（
59
）　

V
gl. P

E
C

L
 A

rt. 14: 301 cm
t. D

; Z
im

m
erm

ann （F
n. 15

） S. 108 ff.

（
60
）　

加
盟
国
は
、
そ
の
立
法
に
お
い
て
、
本
指
令
に
基
づ
い
て
被
害
者
に
付
与
さ
れ
る
権
利
が
、
製
造
者
に
お
い
て
損
害
を
惹
起
し
た
そ
の
製
品
を
流
通
に
置
い
た
日

か
ら
一
〇
年
が
徒
過
す
る
こ
と
に
よ
り
消
滅
す
る
旨
を
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
被
害
者
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
に
製
造
者
を
相
手
取
っ
て
手
続
き
を

開
始
し
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

（
61
）　

V
gl. Z

im
m

erm
ann （F

n. 15

） S. 103.

（
62
）　

不
履
行
に
対
す
る
責
任
の
免
責
事
由
に
関
す
る
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
八
：
一
〇
八
条
に
規
定
さ
れ
た
概
念
と
同
一
の
も
の
で
あ
り
、
不
可
抗
力
よ
り
も
広
い
概
念
で
あ
る
。

V
gl. P

E
C

L
 A

rt. 8: 108 cm
t. C

.

（
63
）　

V
gl. P

E
C

L
 A

rt. 14: 301 cm
t. D

; A
rt. 14: 303 cm

t.

（
64
）　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、﹁
訴
え
の
提
起
を
妨
げ
る
障
害
が
、
時
効
期
間
満
了
の
か
な
り
前
に
止
ん
だ
場
合
に
は
、
時
効
期
間
を
延
長
す
る
べ
き
や
む
を
得
な
い
理
由

は
存
在
し
な
い
﹂
と
の
コ
メ
ン
ト
と
、
国
際
的
傾
向
に
符
合
す
る
旨
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
仮
に
こ
れ
が
満
了
延
期
事
由
と
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
日

本
に
お
け
る
﹁
時
効
の
停
止
﹂
の
場
合
と
同
様
、
時
効
期
間
満
了
直
前
に
お
い
て
訴
え
提
起
に
よ
る
進
行
停
止
措
置
（
一
四
：
�
〇
�
条
）
を
講
じ
る
こ
と
が
で
き

　
（
一
九
一
九
）
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な
い
債
権
者
を
保
護
す
る
趣
旨
と
説
明
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
後
述
の
満
了
延
期
事
由
と
異
な
り
、
権
利
行
使
が
事
実
上
不
可
能
で
あ
る
点
か
ら
進

行
停
止
事
由
と
さ
れ
、
た
だ
し
、
障
害
の
存
続
中
か
ら
債
権
の
こ
と
（
時
効
の
リ
ス
ク
）
を
認
識
し
て
い
る
以
上
、
障
害
が
止
ん
だ
時
点
以
降
に
迅
速
な
債
権
行
使

を
期
待
で
き
る
う
え
、﹁
障
害
﹂
に
該
当
し
う
る
事
由
は
通
常
長
期
間
継
続
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
一
定
期
間
と
保
障
す
る
必
要
も
な
い
。

（
65
）　

V
gl. P

E
C

L
 A

rt. 14: 305 cm
t. A

; A
rt. 14: 306 cm

t.; Z
im

m
erm

ann （F
n. 15

） S. 134, 141.

（
66
）　

V
gl. P

E
C

L
 A

rt. 14: 301 cm
t. A

 &
 n.1.

（
67
）　

P
E

C
L

 A
rt. 14: 305 cm

t. A
.

（
68
）　

進
行
停
止
事
由
と
異
な
る
の
は
、
こ
の
場
合
の
債
権
行
使
不
可
能
が
手
続
上
の
障
害
に
よ
る
も
の
で
あ
る
点
で
あ
る
。
ま
た
、
債
権
者
が
無
能
力
で
あ
る
場
合
に

つ
き
、
代
理
人
の
権
利
不
行
使
の
リ
ス
ク
は
、
本
来
無
能
力
者
が
負
担
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
点
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
（vgl. P

E
C

L
 A

rt. 14 : 305 cm
t. B

）。

（
69
）　

V
gl. P

E
C

L
 A

rt. 14: 304 cm
t. A

.

（
70
）　

V
gl. P

E
C

L
 A

rt. 14: 401 cm
t. B

; Z
im

m
erm

ann （F
n. 15

） S. 126 f.

（
71
）　

V
gl. P

E
C

L
 A

rt. 14: 203 cm
t. B

; Z
im

m
erm

ann （F
n. 15

） S. 109 ff.

（
72
）　

V
gl. P

E
C

L
 A

rt. 14: 301 cm
t. C

.

（
73
）　

V
gl. P

E
C

L
 A

rt. 14: 203 n.2.

（
74
）　

V
gl. Z

im
m

erm
ann （F

n. 15

） S. 103 f.

（
75
）　

も
っ
と
も
実
際
の
事
例
を
詳
細
に
検
討
し
て
み
た
場
合
に
、
被
害
者
が
損
害
賠
償
請
求
を
決
断
す
る
ま
で
に
一
〇
年
以
上
経
過
し
て
い
た
と
し
て
も
、
一
四
：

�
〇
一
条
に
い
う
合
理
的
認
識
を
獲
得
す
る
ま
で
に
一
〇
年
以
上
の
期
間
を
経
過
し
て
い
る
と
い
え
る
事
例
が
ど
れ
く
ら
い
の
割
合
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
の
か
は

定
か
で
な
い

（
76
）　

V
gl. P

E
C

L
 A

rt. 14: 307 cm
t. A

.

（
77
）　

た
と
え
ば
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
民
法
典
で
は
、
人
身
損
害
に
関
す
る
請
求
に
つ
い
て
も
上
限
期
間
を
設
け
よ
う
と
す
る
改
正
提
案
が
、﹁
正
当
に
も
取
下
げ
ら
れ
た
﹂
の

だ
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
、
い
ま
だ
発
生
し
て
い
な
い
損
害
に
つ
い
て
そ
の
被
害
者
に
負
担
を
強
い
る
こ
と
に
な
れ
ば
不
公
正
で
あ
り
、
時
効
制
度
の
本
質
に
反
す

る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
（vgl. P

atrice D
eslauriers, Q

uebec （national report

）, in: H
ondius （F

n. 16

） S. 300.

）。

（
78
）　

V
gl. P

E
C

L
 A

rt. 14: 601 n.1-3.

（
79
）　

以
上
の
考
慮
に
つ
い
て
、vgl. P

E
C

L
 A

rt. 14: 601 cm
t. A

.

　
（
一
九
二
〇
）
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Ⅳ　

結
び
に
か
え
て

　

以
上
に
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
時
効
制
度
の
基
本
枠
組
み
（
Ⅱ
）
と
、
そ
れ
に
基
礎
付
け
ら
れ
た
具
体
的
準
則
の
構
造
（
Ⅲ
）
を
概
観
し
た
。
最
後

に
、
そ
の
成
果
を
簡
潔
に
整
理
し
た
う
え
、
本
稿
な
り
に
気
づ
い
た
点
を
い
く
つ
か
付
記
し
て
お
き
た
い
。

　

⑴　

ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
が
注
意
喚
起
す
る
《
時
効
制
度
の
一
貫
性
》
が
、
時
効
制
度
の
正
当
化
根
拠
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な

い
と
お
も
わ
れ
る
。
そ
の
正
当
化
根
拠
を
再
度
確
認
し
て
お
く
と
、
時
の
経
過
に
よ
っ
て
債
権
者
債
務
者
間
に
生
じ
る
法
的
不
安
定
の
解
消

（
考
慮
ⅲ―

u
t fin

is litiu
m

）
を
主
目
的
に
掲
げ
、
一
方
で
、
債
務
者
保
護
（
考
慮
ⅱ
ⅲ―

時
間
の
曖
昧
化
作
用
に
よ
る
立
証
困
難

か
ら
の
解
放
と
、
権
利
不
行
使
に
対
す
る
債
務
者
の
信
頼
保
護
）
を
図
り
、
他
方
で
、
債
権
者
利
益
と
の
均
衡
確
保
を
時
効
制
度
に
不
可
欠

の
要
素
に
掲
げ
る
（
考
慮
ⅲ
の
消
極
面
）
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
本
稿
Ⅱ
2
）。

　

時
効
制
度
を
、
継
続
す
る
事
実
状
態
を
尊
重
す
る
制
度
と
み
る
考
え
方
は
あ
り
う
る―

日
本
民
法
解
釈
の
出
発
点
も
そ
う
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
時
効
制
度
を
正
当
化
す
る
際
の
照
準
は
、
時
の
経
過
に
よ
る
権
利
消
滅
の
正
当
化
に
合
わ
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
Ｐ

Ｅ
Ｃ
Ｌ
に
お
け
る
時
効
制
度
正
当
化
の
視
点
が
こ
れ
と
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
本
稿
の
考
察
か
ら
も
明
ら
か
と
お
も
わ
れ
る
。
Ｐ
Ｅ

Ｃ
Ｌ
の
視
点
は
、
時
の
経
過
に
ど
の
よ
う
な
法
的
価
値
（
立
証
困
難
の
除
去
の
必
要
、
社
会
の
信
頼
の
保
護
・
社
会
秩
序
の
維
持
、
あ
る
い

は
権
利
者
へ
の
非
難
）
を
見
出
す
か
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
時
の
経
過
で
あ
れ
ば
法
的
に
尊
重
す
べ
き
も
の
と
い
え
る
の
か
、
に
あ
る
。

そ
し
て
、
債
務
者
保
護
が
債
権
者
利
益
に
優
越
す
る
べ
き
場
合
、
言
い
換
え
れ
ば
、
債
権
者
の
犠
牲
に
お
い
て
法
的
不
安
定
が
解
消
さ
れ
る

べ
き
場
合
に
か
ぎ
り
、
時
効
制
度
が
正
当
化
さ
れ
う
る
。

　

一
定
期
間
の
経
過
に
よ
り
債
務
者
は
一
義
的
に
法
的
不
安
定
に
曝
さ
れ
る
の
だ
と
す
る
と
、
そ
の
期
間
経
過
が
右
の
意
味
で
﹁
尊
重
さ
れ

る
べ
き
時
の
経
過
﹂
で
あ
る
か
否
か
は
、
債
権
者
側
の
債
権
行
使
機
会
が
公
平
に
保
障
さ
れ
て
い
た
か
否
か
に
か
か
っ
て
く
る
。
債
権
行
使

　
（
一
九
二
一
）
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機
会
を
保
障
す
る
手
段
と
し
て
ま
ず
想
起
さ
れ
る
の
は
、
債
権
者
に
と
っ
て
（
か
つ
、
債
権
の
性
質
に
即
し
て
）
十
分
な
時
効
期
間
を
設
定

す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
《
細
分
的
時
効
制
度
》
が
紛
争
の
温
床
と
な
り
（
こ
れ
は
時
効
制
度
の
正
当
性
に
反
す

る
）、
債
権
の
競
合
場
面
で
制
度
の
非
一
貫
性
が
露
呈
す
る
こ
と
か
ら
、《
統
一
的
時
効
制
度
》
を
実
現
し
う
る
制
度
枠
組
み
と
し
て
《
主
観

的
シ
ス
テ
ム
》
が
採
用
さ
れ
て
い
た
（
本
稿
Ⅱ
3
お
よ
び
4
）。

　

こ
の
主
観
的
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
、
日
本
で
も
部
分
的
に
、
起
算
点
＝
行
使
期
待
可
能
性
説
や
除
斥
期
間
の
停
止
に
関
す
る
類
似
の
議
論

が
存
在
す
る
が
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
に
お
い
て
は
、
こ
れ
は
時
効
制
度
の
正
当
化
根
拠
（
債
務
者
保
護
と
債
権
者
利
益
の
比
較
）
に
基
礎
を
有
す
る

シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
第
一
四
章
の
具
体
的
準
則
の
全
体
的
構
造
も
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
決
定
付
け
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
時
効

の
完
成
に
関
す
る
要
件
（
短
期
の
時
効
期
間
と
客
観
的
起
算
点
）
に
お
い
て
債
務
者
保
護
の
必
要
を
導
き
、
時
効
期
間
進
行
障
害
事
由
（
進

行
停
止
・
満
了
延
期
・
更
新
）
に
お
い
て
債
権
者
利
益
の
保
障
を
具
体
化
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
上
限
期
間
に
よ
っ
て
債
務
者
保
護
を
再
考

慮
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
本
稿
Ⅲ
1
お
よ
び
2
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
具
体
的
準
則
と
そ
の
構
造
が
、
時
効
制
度
の
正
当
性

は
法
技
術
的
構
成
要
素
の
全
体
的
関
連
に
お
い
て
具
体
化
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
の
意
識
（
本
稿
Ⅱ
3
⑴
）
に
出
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

確
認
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。

　

⑵　

理
論
的
観
点
か
ら
眺
め
る
限
り
整
合
的
完
結
的
な
時
効
制
度
を
提
示
す
る
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
だ
が
、
い
く
つ
か
確
認
し
て
お
く
べ
き
点
が
あ

る
と
お
も
わ
れ
る
。
ま
ず
、
日
本
の
推
定
説
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
非
弁
済
者
で
あ
る
こ
と
が
明
白
な
場
合
を
ど
の
よ
う
に
排
除
し
て
い
く

か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
時
の
経
過
に
よ
っ
て
生
じ
る
法
的
不
安
定
の
解
消
を
目
的
と
し
、
さ
ら
に
時
効
期
間
を
短
期
に
設
定
す
る
と
な
れ

ば
、
な
お
さ
ら
こ
の
問
題
を
真
剣
に
考
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ツ
ィ
ン
マ
ー
マ
ン
が
い
う
よ
う
に
制
度
上
の
コ
ス
ト
だ
と
割
り
切
っ
て
し

ま
っ
て
よ
い
の
か
（
前
掲
注（
74
））、
そ
れ
と
も
、
認
識
可
能
性
基
準
や
時
効
に
関
す
る
合
意
の
（
や
や
歪
ん
だ
）
解
釈
問
題
へ
と
発
展
し

て
い
く
の
か
、
あ
る
い
は
一
般
条
項
で
解
決
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
は
明
確
な
態
度
を
表
明
し
て
い
な
い
。
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
の
準
則

　
（
一
九
二二

）
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構
造
に
即
し
て
考
え
れ
ば
、
そ
も
そ
も
債
務
者
保
護
の
必
要
性
が
な
い
と
評
価
さ
れ
て
然
る
べ
き
場
合
と
お
も
わ
れ
る
が
、
債
務
者
の
時
効

完
成
の
主
張
を
、
弁
済
し
た
事
実
を
債
務
者
が
立
証
で
き
な
い
こ
と
と
理
論
的
に
ど
の
よ
う
に
関
連
付
け
る
べ
き
か
は
厄
介
な
問
題
で
あ
る

よ
う
に
お
も
わ
れ
る
。

　

右
の
問
題
は
、（
と
く
に
不
法
行
為
に
基
づ
く
）
損
害
賠
償
請
求
権
に
関
し
て
、
時
効
制
度
が
債
権
者
＝
被
害
者
の
救
済
を
否
定
す
る
効

果
を
も
つ
こ
と
を
考
え
る
と
、
よ
り
実
質
的
な
問
題
と
し
て
意
識
さ
れ
る
。
潜
在
的
・
拡
大
的
・
累
積
的
損
害
に
つ
い
て
は
、
そ
の
発
生
を

認
識
す
る
べ
き
時
ま
で
時
効
期
間
は
進
行
を
停
止
す
る
と
し
て
も
、
一
〇
年
（
ま
た
は
�
〇
年
）
の
上
限
期
間
経
過
前
後
に
損
害
が
判
明
す

る
場
合
に
お
い
て
、
加
害
行
為
と
の
因
果
関
係
が
証
明
さ
れ
う
る
と
き
に
、
は
た
し
て
債
務
者
＝
加
害
者
に
時
効
の
抗
弁
を
認
め
て
良
い
か
。

損
害
賠
償
請
求
権
の
根
拠
と
な
る
法
規
範
の
目
的
（
合
意
に
基
づ
く
給
付
義
務
で
は
な
く
帰
責
事
由
に
基
づ
く
損
害
転
嫁
）
か
ら
す
る
と
、

こ
の
よ
う
な
場
合
で
両
当
事
者
の
利
益
均
衡
を
語
る
の
は
や
や
本
末
転
倒
な
印
象
が
拭
え
な
い
。

　

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
時
効
制
度
の
全
体
的
構
成
と
い
う
観
点
か
ら
い
え
ば
、Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
で
は
適
用
範
囲
が
《
債
権
》
に
限
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、

こ
の
よ
う
な
時
効
制
度
が
描
け
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
が
あ
る
。
日
本
消
滅
時
効
法
の
適
用
範
囲
は
債
権
に
限
ら
れ
て
い
な
い
け
れ
ど

も
、
債
権
の
時
効
と
い
う
法
領
域
を
独
立
に
括
り
だ
す
こ
と
じ
た
い
ど
う
み
る
か
は
問
題
で
あ
る
。
仮
に
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
と
同
様
《
債
権
の
時

効
》
を
独
立
の
法
領
域
と
し
て
構
築
す
る
と
し
て
、
そ
の
範
囲
内
で
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
の
示
す
準
則
が
本
当
に
一
般
的
に
妥
当
し
う
る
の
か
、《
統

一
的
時
効
制
度
》
は
は
た
し
て
可
能
か
（
た
と
え
ば
、
ど
の
よ
う
な
類
型
の
契
約
で
も
、
ど
の
よ
う
な
目
的
物
に
関
す
る
契
約
で
も
合
理
的

な
結
論
が
導
か
れ
る
か
）
が
問
題
で
あ
る
。
人
身
損
害
賠
償
請
求
権
に
お
け
る
上
限
期
間
の
特
則
で
は
、
債
権
で
あ
っ
て
も
そ
の
実
現
し
よ

う
と
す
る
利
益
に
よ
っ
て
例
外
的
扱
い
を
受
け
う
る
こ
と
は
、
す
で
に
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
に
も
現
れ
て
い
る
。
人
身
損
害
は
あ
る
意
味
で
分
か
り
易

い
例
だ
が
、
た
と
え
ば
居
住
用
建
物
売
買
で
売
主
が
新
居
購
入
の
た
め
売
却
し
た
場
合
（
か
な
ら
ず
し
も
上
手
な
例
で
は
な
い
が
）
の
よ
う

に
、
財
物
の
処
分
で
も
債
権
者
の
生
活
的
な
側
面
に
関
わ
る
場
合
な
ど
が
、
グ
レ
イ
ゾ
ー
ン
と
し
て
問
題
を
生
じ
る
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う

　
（
一
九
二三
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か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
債
権
者
の
権
利
行
使
が
可
能
で
あ
っ
た
状
況
の
も
と
で
短
期
の
時
効
期
間
が
経
過
し
た
場
合
に
は
、
債
権
者
利
益
の

犠
牲
の
う
え
に
債
務
者
保
護
を
図
る
と
い
う
簡
明
な
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
時
効
制
度
の
枠
組
み
は
、
適
用
範
囲
を
債
権
一
般
に
と
り
つ
つ
も
、
実
質
に

お
い
て
や
や
取
引
法
に
偏
っ
た
内
容
（
迅
速
な
債
権
行
使
を
促
そ
う
と
す
る
内
容
）
で
あ
る
よ
う
に
も
み
え
る
。

　

⑶　

以
上
の
疑
問
を
踏
ま
え
れ
ば
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
第
一
四
章
が
立
法
提
案
と
し
て
耐
え
う
る
か
ど
う
か
は
、
即
断
で
き
な
い
。
し
か
し
、
す

く
な
く
と
も
日
本
法
の
立
場
か
ら
は
、
そ
の
こ
と
じ
た
い
は
大
き
な
関
心
事
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
に
認
め
ら
れ
る
の
は
、
広
範
な

法
比
較
分
析
の
成
果
と
し
て
、
新
た
な
時
効
制
度
の
正
当
化
根
拠
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
基
本
的
な
準
則
構
造
（
結
論
に
至
る
法
的
価
値
判
断

の
構
造
）
を
提
示
し
て
く
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
観
点
か
ら
日
本
法
上
の
議
論
を
み
れ
ば
、
権
利
行
使
の
期
待
可
能
性
説
の
台
頭

や
、
除
斥
期
間
の
停
止
可
能
性
な
ど
、
近
似
す
る
議
論
が
す
で
に
存
在
し
て
い
る
し
、
よ
り
大
局
的
な
視
点
か
ら
は
、
債
権
一
〇
年
時
効
の

原
則
化
や
短
期
消
滅
時
効
の
衰
退
な
ど
、
平
準
化
・
統
一
化
に
向
け
た
流
れ
の
存
在
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ
第
一
四

章
と
そ
の
素
地
と
な
っ
た
文
献
に
著
さ
れ
た
情
報
の
み
を
素
材
に
、
そ
の
整
理
を
試
み
た
に
過
ぎ
な
い
が
、
日
本
法
上
の
議
論
を
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｌ

の
時
効
制
度
体
系
に
重
ね
て
み
た
場
合
に
、
ど
の
よ
う
な
解
釈
論
の
見
取
り
図
が
描
か
れ
る
の
か
は
、
各
種
議
論
の
今
後
の
展
開
を
展
望
す

る
う
え
で
き
わ
め
て
興
味
深
い
作
業
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
。
期
を
改
め
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
い
。

　
　
【
後
注
】

　
　
　

本
稿
は
、筆
者
も
参
加
し
た
同
志
社
大
学
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
契
約
法
研
究
会
の
翻
訳
成
果
（
前
掲
注
（
1
））
を
素
材
の
一
部
に
利
用
し
て
い
る
が
、本
稿
の
叙
述
内
容
は
、

同
研
究
会
で
の
討
議
に
示
唆
を
得
つ
つ
筆
者
自
身
の
理
解
を
著
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
同
研
究
会
と
し
て
の
検
討
成
果
で
は
な
い
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

　
（
一
九
二
四
）


